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埼経協ニュース３７５号

平
成
二
五
年
度
定
時
総
会
は
、
五
月
九

日
�
一
三
時
三
〇
分
か
ら
パ
レ
ス
ホ
テ
ル

大
宮
に
て
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
各
界
の
ご
来
賓
の
方
々
並
び
に

会
員
を
合
わ
せ
て
三
四
〇
名
の
方
々
に
ご

参
加
い
た
だ
い
た
。

第
一
部
は
、
西
村
会
長
の
開
会
挨
拶
で

は
じ
ま
り
、
続
い
て
、
ご
来
賓
を
代
表
し

て
、
宮
川
正
経
済
産
業
省
関
東
経
済
産
業

局
長
、
坂
本
正
喜
財
務
省
関
東
財
務
局
長
、

安
藤
よ
し
子
厚
生
労
働
省
埼
玉
労
働
局
長
、

前
島
富
雄
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
、

小
林
直
哉
連
合
埼
玉
会
長
の
五
氏
か
ら
祝

辞
を
頂
戴
し
た
。

次
に
ご
来
賓
紹
介
、
定
足
数
確
認
後
、

西
村
会
長
が
議
長
と
な
り
、
審
議
が
進
め

ら
れ
、
平
成

二
五
年
度
事

業
計
画
・
収

支
予
算
、
役

員
の
選
任
な

ど
、
以
下
の
議
案
す
べ
て
が
原
案
通
り
承

認
さ
れ
た
。

【
議
案
】

一
�
平
成
二
四
年
度
事
業
報
告

二
�
平
成
二
四
年
度
決
算
報
告

三
�
平
成
二
五
年
度
事
業
計
画

四
�
平
成
二
五
年
度
収
支
予
算

五
�
理
事
・
監
事
の
選
任

六
�
役
員
の
選
任

続
い
て
、
西
村
会
長
か
ら
以
下
の
五
名

の
組
織
拡
大
協
力
会
員
に
対
し
、
感
謝
状

と
記
念
品
の
贈
呈
が
行
わ
れ
た
。

・
藤
原
健
氏
（
日
本
信
号
�
取
締
役
常
務

執
行
役
員
）

・
三
原
宏
治
氏
（
日
本
自

動
車
管
理
�
代
表
取
締

役
社
長
）

・
織
田
秀
明
氏
（
ボ
ッ
シ

ュ
�
取
締
役
会
長
）

・
椎
名
幹
芳
氏
（
三
国
コ

カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン

グ
�
相
談
役
）

・
上
條
正
仁
氏
（
�
埼
玉

り
そ
な
銀
行
代
表
取
締

役
社
長
）

そ
の
後
事
務
局
報
告
が
行
わ
れ
第
一
部
を

終
了
し
た
。

第
二
部
の
講
演
会
で
は
、
組
織
風
土
改

革
の
日
本
の
第
一
人
者
で
あ
る
�
ス
コ

ラ
・
コ
ン
サ
ル
ト
柴
田
昌
治
氏
か
ら
「
な

ぜ
会
社
は
変
わ
れ
な
い
の
か
〜
危
機
突
破

の
企
業
風
土
改
革
」
と
題
し
て
、
三
〇
年

間
、
五
〇
〇
社
の
企
業
風
土
改
革
の
支
援

実
績
を
踏
ま
え
、
企
業
風
土
改
革
の
取
り

組
み
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
語
っ
て
い
た

だ
い
た
。

そ
の
後
、
休
憩
を
挟
ん
で
第
三
部
の
懇

親
会
に
移
っ
た
。

懇
親
会
は
椎
名
幹
芳
副
会
長
の
開
宴
挨

拶
に
始
ま
り
、
続
い
て
上
田
清
司
埼
玉
県

知
事
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
、
そ
の
後
上

井
喜
彦
埼
玉
大
学
学
長
の
乾
杯
の
音
頭
で

懇
親
の
宴
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
し
て
、

会
員
同
士
の
懇
親
が
大
い
に
図
ら
れ
、
吉

野
寛
治
副
会
長
の
閉
宴
の
挨
拶
で
懇
親
会

は
終
了
し
た
。

■
新
任
副
会
長
の
ご
紹
介

一般社団法人 埼玉県経営者協会会報

’１３ 月号

日本経団連 埼玉

第
二
期
西
村
体
制
ス
タ
ー
ト

新
任
副
会
長
に
山
本
彰
氏
（
日
本
ピ
ス
ト
ン
リ
ン
グ
�
代
表
取
締

役
社
長
）、
斉
藤
実
氏
（
Ａ
Ｇ
Ｓ
�
顧
問
）、
川
本
武
彦
氏
（
�
サ

イ
サ
ン
代
表
取
締
役
社
長
）
の
三
氏
を
選
任
、
二
五
年
度
事
業
計

画
等
全
議
案
を
承
認

―
平
成
二
五
年
度
定
時
総
会

特
別
講
演
〜
�
ス
コ
ラ
・
コ
ン
サ
ル
ト
柴
田
昌
治
氏
が

「
な
ぜ
会
社
は
変
わ
れ
な
い
の
か
〜
危
機
突
破
の
企
業
風
土
改
革
」と
題
し
て
講
演

６・７

山本 彰氏斉藤 実氏

議
事
を
進
行
す
る

西
村
会
長

川本武彦氏

平
成
２５
年
度
定
時
総
会

講
演
す
る
柴
田
昌
治
氏

議
案
説
明
を
聞
く
参
加
者

― １ ―
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西
村
会
長
開
会
挨
拶
（
要
旨
）

会
長
の
西
村
で
ご
ざ
い
ま
す
。
本
日

は
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
明
け
の
業
務
ご

多
忙
の
中
、
こ
の
よ
う
に
大
勢
の
方
々

に
ご
出
席
を
賜
り
、
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
お
手
元
の
ご
来
賓
者
名
簿
に

ご
ざ
い
ま
す
よ
う
に
、
公
私
と
も
大
変

ご
多
忙
の
中
、
関
東
経
済
産
業
局
長
の

宮
川
正
様
、
関
東
財
務
局
長
の
坂
本
正

喜
様
、
埼
玉
労
働
局
長
の
安
藤
よ
し
子

様
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長
の
前

島
富
雄
様
、
連
合
埼
玉
会
長
の
小
林
直

哉
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
ご
来
賓
の
皆

様
に
ご
臨
席
を
賜
り
ま
し
た
。
皆
様
方

の
ご
厚
誼
に
対
し
ま
し
て
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

さ
て
、
私
は
、
昨
年
五
月
の
定
時
総

会
に
お
い
て
、
本
会
八
代
目
の
会
長
に

選
出
さ
れ
、
こ
の
一
年
間
会
長
と
し
て

職
責
を
全
う
す
べ
く
諸
活
動
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
後
程
詳
し
い
説
明

等
が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
各
事
業
は
概
ね

計
画
通
り
に
実
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
偏
に
会
員
の
皆
様
の
ご

支
援
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第

で
あ
り
ま
す
。
今
後
も
、
諸
課
題

解
決
に
向
け
、
全
力
を
投
入
す
る

覚
悟
で
あ
り
ま
す
。
引
き
続
き
、

ご
支
援
、
ご
協
力
を
切
に
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
こ
で
、
足
元
の
経
済

情
勢
に
目
を
転
じ
ま
す
と
、
ア
ベ

ノ
ミ
ク
ス
、
そ
し
て
日
銀
黒
田
新

総
裁
に
よ
る
異
次
元
緩
和
政
策
等

に
よ
り
、
円
安
・
株
高
が
進
行
し

て
お
り
、
先
行
き
も
、
米
国
経
済

の
好
転
な
ど
輸
出
環
境
の
改
善
、

復
興
事
業
の
執
行
に
伴
う
公
的
需
要
の

増
加
、
さ
ら
に
は
政
府
の
経
済
政
策
、

株
高
等
を
背
景
に
個
人
消
費
が
緩
や
か

に
拡
大
し
て
お
り
、
景
気
は
徐
々
に
明

る
さ
を
増
し
て
い
く
も
の
と
考
え
ら
れ
、

ま
た
、
企
業
収
益
面
で
も
、
円
高
修
正
、

堅
調
な
内
需
を
支
え
に
、
本
年
度
の
企

業
収
益
は
、
二
ケ
タ
増
益
の
見
通
し
と

な
る
な
ど
改
善
傾
向
を
た
ど
る
も
の
と

予
想
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
情
勢
の
中
、
今
後
の
企
業

経
営
に
つ
い
て
、
私
の
所
感
の
一
端
を

申
し
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
第
一
点
は
、
今
こ
そ
、
経
営
の

方
向
性
を
「
リ
ス
ク
オ
フ
」
か
ら
「
リ

ス
ク
オ
ン
」
へ
チ
ェ
ン
ジ
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
、
グ
ロ

ー
バ
ル
競
争
の
激
化
な
ど
、
企
業
を
取

り
巻
く
経
営
環
境
は
急
速
に
変
化
し
て

き
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
日
本

企
業
の
経
営
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
こ

の
変
化
に
対
し
恐
れ
を
な
し
、
や
や
も

す
る
と
確
実
な
こ
と
だ
け
を
求
め
、「
ト

ン
ネ
ル
の
向
こ
う
の
光
」
が
見
え
て
く

る
の
待
ち
続
け
て
い
た
よ
う
な
気
が
し

て
な
り
ま
せ
ん
。

よ
う
や
く
景
気
が
上
向
き
だ
し
た
今
、

従
来
の
思
考
か
ら
脱
却
し
、
変
化
の
時

代
は
、
取
り
組
み
如
何
で
は
、
新
し
い

価
値
を
創
造
で
き
る
時
代
で
あ
る
と
い

う
前
向
き
か
つ
積
極
的
な
意
識
で
経
営

に
あ
た
る
必
要
が
あ
る
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

日
本
を
代
表
す
る
企
業
家
、
本
田
宗

一
郎
の
言
葉
に
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
、

失
敗
を
恐
れ
る
よ
り
、
何
も
し
な
い
こ

と
を
恐
れ
ろ
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま

す
が
、
長
き
に
わ
た
る
低
迷
期
を
過
ご

し
て
き
た
日
本
企
業
は
、「
問
題
を
起

こ
し
て
い
な
い
社
員
は
仕
事
を
し
て
い

な
い
と
思
え
」、
こ
れ
く
ら
い
極
端
に

意
識
を
変
え
な
い
と
、
誰
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
な
い
組
織
風
土
に
染
ま
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

経
営
者
は
今
こ
そ
、
本
田
宗
一
郎
に

習
い
、
成
長
戦
略
を
明
確
に
描
き
、
そ

し
て
「
リ
ス
ク
オ
フ
」
か
ら
「
リ
ス
ク

オ
ン
」
へ
経
営
の
舵
取
り
変
え
る
べ
き

時
期
に
来
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

二
点
目
は
、
企
業
に
お
け
る
「
組
織

の
重
さ
」
の
打
破
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
で
す
。

本
来
強
み
で
あ
っ
た
は
ず
の
日
本
的

な
経
営
ス
タ
イ
ル
で
は
、
ミ
ド
ル
人
材

が
組
織
の
内
外
、
上
下
左
右
に
積
極
的

に
働
き
か
け
て
精
妙
な
「
す
り
合
わ

せ
」
を
行
い
、
新
製
品
・
新
事
業
を
打

ち
出
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
会
社
の
戦
略

的
方
向
性
を
形
成
し
て
い
く
と
い
う
と

こ
ろ
に
特
徴
を
有
し
て
い
た
と
言
わ
れ

て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
二
〇
年
に
及
ぶ
低
迷
期
を

過
ご
し
て
き
た
日
本
企
業
を
み
る
と
、

残
念
な
が
ら
日
本
的
経
営
ス
タ
イ
ル
は
、

結
果
と
し
て
過
剰
な
内
部
調
整
に
忙
殺

さ
れ
る
組
織
を
構
築
し
て
し
ま
い
、
そ

の
結
果
、
環
境
変
化
へ
の
対
応
が
遅
れ

が
ち
に
な
っ
た
と
い
う
側
面
も
否
定
で

き
ま
せ
ん
。

変
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
益
々
速
ま
る
こ

れ
か
ら
の
時
代
に
お
い
て
、
戦
略
の
策

定
、
実
行
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の
「
コ

ン
セ
ン
サ
ス
偏
重
の
重
た
い
組
織
」
を

見
直
し
、
ア
ジ
リ
テ
ィ
ー
、
す
な
わ
ち

軽
快
で
敏
捷
な
経
営
ス
タ
イ
ル
に
変
更

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

三
点
目
は
、
人
材
の
育
成
に
つ
い
て

で
あ
り
ま
す
。

以
前
聞
い
た
話
で
あ
り
ま
す
が
、「
働

く
」
と
い
う
こ
と
に
は
、
三
つ
の
タ
イ

プ
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。
一
つ
目
は
、

肉
体
労
働
等
の
「
レ
イ
バ
ー
」、
二
つ

開
会
挨
拶
を
す
る
西
村
会
長

― ２ ―
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目
は
、
工
場
や
事
務
所
で
の
一
般
的
な

仕
事
を
指
す
「
ワ
ー
ク
」、
そ
し
て
三

番
目
が
、
芸
術
家
な
ど
、
価
値
労
働
を

意
味
す
る
「
プ
レ
イ
」
だ
そ
う
で
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
タ
イ
プ
の
貴
賤
を
問
う

話
を
し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

今
後
企
業
に
と
っ
て
特
に
必
要
と
な
る

人
材
は
「
プ
レ
イ
」
と
い
う
役
割
を
果

た
し
て
い
く
人
材
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
付
加
価
値
の
高
い
人
材
を

育
成
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、「
高
い

志
」、
次
に
「
仕
事
の
場
の
大
き
さ
、

そ
れ
も
若
い
頃
に
経
験
す
る
仕
事
の
場

の
大
き
さ
」、
そ
し
て
「
思
索
の
場
の

深
さ
と
広
さ
」、
こ
の
三
つ
の
条
件
が

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

是
非
と
も
こ
の
三
つ
が
備
わ
る
よ
う

な
教
育
研
修
を
心
が
け
て
い
た
だ
き
、

先
程
お
話
し
た
「
プ
レ
イ
」
と
い
う
役

割
果
た
す
人
材
を
育
成
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

以
上
、
私
の
企
業
経
営
に
関
す
る
所

感
の
一
端
を
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、

続
い
て
、
本
会
の
事
業
運
営
に
つ
い

て
、
二
点
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
ず
、
一
点
目
は
、
会
員
の
増
強
に

つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
、
二
四
年

度
は
、
四
六
先
の
会
員
に
ご
入
会
い
た

だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
長
引

く
景
気
低
迷
、
企
業
業
績
等
の
影
響
に

よ
り
、
同
数
の
会
員
が
退
会
さ
れ
て
お

り
、
会
員
総
数
は
昨
年
三
月
末
と
同
数

の
六
五
九
と
横
這
い
に
留
ま
っ
て
お
り

ま
す
。
さ
ら
に
本
年
度
に
入
り
、
現
在

ま
で
八
会
員
が
退
会
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
後
の
事
務
局
報
告
の
中
で
も
お

願
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
会

員
の
皆
様
に
は
、
是
非
と
も
、
未
加
入

事
業
所
の
ご
紹
介
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
ご
多
忙
の
と
こ
ろ
、
誠
に
恐
縮

に
存
じ
ま
す
が
、
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

二
点
目
は
、
事
業
活
動
へ
の
参
加
の

お
願
い
で
あ
り
ま
す
。
二
四
年
度
は
従

来
に
も
増
し
て
、
セ
ミ
ナ
ー
等
の
事
業

を
積
極
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
残
念
な
が
ら
、
業
務
の
関
係
で
ご

出
席
を
い
た
だ
け
な
い
会
員
の
方
も
多

い
と
い
う
現
状
に
あ
り
ま
す
。

今
後
は
、
代
表
者
の
方
が
、
ご
都
合

に
よ
り
ご
欠
席
の
場
合
は
、
是
非
と
も

社
員
の
方
々
を
ご
派
遣
い
た
だ
き
ま
す

と
と
も
に
、
併
せ
て
今
後
の
セ
ミ
ナ
ー

テ
ー
マ
等
に
つ
き
ま
し
て
の
ご
要
望
を

積
極
的
に
事
務
局
宛
お

申
し
出
く
だ
さ
い
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

す
。以

上
二
点
、
お
願
い

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
本
日
は
、
組

織
風
土
改
革
の
日
本
の

第
一
人
者
で
あ
る
、
柴

田
昌
治
様
よ
り
、『
な

ぜ
会
社
は
変
わ
れ
な
い

の
か
〜
危
機
突
破
の
企

業
風
土
改
革
』
と
題
す

る
講
演
並
び
に
そ
の
後

に
懇
親
会
も
予
定
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
お
時
間

の
許
す
限
り
の
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
会
員
の
皆

様
の
事
業
の
ご
繁
栄
と
、

本
日
に
ご
臨
席
の
皆
様

方
の
益
々
の
ご
健
勝
を

ご
祈
念
申
し
上
げ
、
開

会
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
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墻
泰
山

▽
�
テ
レ
ビ
埼
玉代

表
取
締
役
社
長

平
本
一
郎

▽

〃

取
締
役
総
務
局
長

小
嶋
一
晃

▽

〃

報
道
制
作
局
次
長

加
島
千
里

▽
日
本
経
済
新
聞
社

さ
い
た
ま
支
局
長

長
田

正

▽
日
刊
工
業
新
聞
社

さ
い
た
ま
総
局
長

豊
田
国
寿

▽
時
事
通
信
社

さ
い
た
ま
支
局
長

水
越
千
文

▽
�
ぎ
ょ
う
せ
い

石
川
章
一
郎

《
関
係
団
体
》

▽
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
ジ
ャ
パ
ン
（
働
き
が
い
の
あ
る
会

社
研
究
所
）

代
表

和
田

彰

▽
日
本
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学

会

理
事

加
地
照
子

ご
来
賓

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

ご
来
賓
の
方
々

― ５ ―
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２５
年
度
定
時
総
会

ア
ル
バ
ム

来
賓
祝
辞

宮
川
正
関
東
経
済
産
業
局
長

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
る
織
田
秀
明
氏（
左
）

来
賓
祝
辞

坂
本
正
喜
関
東
財
務
局
長

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
る
藤
原
健
氏
（
左
）

来
賓
祝
辞

安
藤
よ
し
子
埼
玉
労
働
局
長

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
る
椎
名
幹
芳
氏（
左
）

来
賓
祝
辞

前
島
富
雄
埼
玉
県
教
育
委
員
会
教
育
長

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
る
三
原
宏
治
氏（
左
）

定
時
総
会
全
景

組
織
拡
大
協
力
会
員
と
し
て

感
謝
状
を
贈
呈
さ
れ
る
上
條
正
仁
氏（
左
）

来
賓
祝
辞

小
林
直
哉
連
合
埼
玉
会
長

― ６ ―



懇談する参加者

懇
親
会
会
場

講
演
会
風
景

講
演
謝
辞

藤
池
誠
治
副
会
長

懇
親
会

開
宴
挨
拶

椎
名
幹
芳
副
会
長

懇
親
会

来
賓
祝
辞

上
田
清
司
埼
玉
県
知
事

懇
親
会

乾
杯
挨
拶

上
井
喜
彦
埼
玉
大
学
学
長

懇
親
会

閉
宴
挨
拶

吉
野
寛
治
副
会
長

― ７ ―



平
成
二
五
年
度
第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

〜
セ
ミ
ナ
ー
開
催
前
後
に

「
障
害
者
ア
ー
ト
展
」も
開
催
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
取
材

『
経
営
者
の
あ
る
べ
き
姿
』と
題
し
て

プ
ラ
イ
ス
ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
ク
ー
パ
ー
ス
・

パ
ー
ト
ナ
ー
田
作
朋
雄
氏
が
講
演

第
一
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

『
経
営
者
・
管
理
者
の
た
め
の

ク
レ
ー
ム
対
応
講
座
』
開
催

二
五
年
度
第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
は
、
五

月
二
七
日
�
一
四
時
よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ

ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
プ
ラ
イ
ス

ウ
ォ
ー
タ
ー
ハ
ウ
ス
ク
ー
パ
ー
ス
・
パ
ー
ト
ナ

ー
田
作
朋
雄
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
、「
経

営
者
の
あ
る
べ
き
姿
」
と
題
し
て
開
催
さ
れ
、

七
三
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
通
り
。

◆
経
営
判
断
の
過
程

経
営
判
断
は
�
道
の
踏
み
分
け
（
前
人
未
到

の
領
域
へ
の
乗
り
出
し
）、
�
分
析
（
問
題
の

設
定
、
論
点
の
整
理
、
選
択
肢
の
列
挙
、
決
断
）、

�
実
行
（
分
析
し
た
こ
と
を
実
行
に
移
す
）
の

三
段
階
に
分
か
れ
て
お
り
、
日
本
の
学
校
教
育

で
は
�
の
知
識
教
育
の
み
が
重
視
さ
れ
、
�
や

�
は
あ
ま
り
扱
わ
れ
て
い
な
い
。

◆
経
営
者
と
楽
団
指
揮
者
と
の
類
似
性

経
営
者
と
指
揮
者
は
、
�
個
別
の
楽
器
は
弾

け
な
く
て
も
よ
い
、
�
弾
け
な
く
て
も
よ
い
が

得
意
楽
器
に
ば
か
り
目
が
向
い
て
逆
効
果
の
こ

と
も
あ
る
、
�
楽
譜
は
読
め
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

そ
の
楽
譜
に
基
づ
い
て
、
楽
団
員
に
楽
器
を
弾

い
て
も
ら
う
（
弾
か
せ
る
）
等
の
点
で
類
似
性

が
高
い
。

◆
経
営
戦
略
の
定
義

「
戦
略
」
と
は
「
い
か
に
競
争
に
成
功
す
る

か
、
と
い
う
こ
と
に
関
し
て
一
企
業
が
持
つ
理

論
」
と
定
義
で
き
る
。
そ
し
て
、
敵
に
対
し
て

ど
う
立
ち
回
る
か
を
考
え
る
軍
事
理
論
的
な
戦

略
論
（
相
対
的
戦
略
）
と
日
々
営
々
と
内
部
資

源
を
蓄
積
し
続
け
る
こ
と
が
、
自
ず
と
敵
に
勝

つ
力
と
な
る
と
考
え
る
戦
略
論
（
絶
対
的
戦
略

論
）
に
大
別
で
き
る
。

◆
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
戦
略

企
業
が
生
き
残
る
た
め
に
争
い
を
繰
り
広
げ

る
既
存
の
市
場
は
レ
ッ
ド
オ
ー
シ
ャ
ン
、
競
争

者
の
い
な
い
新
た
な
市
場
で
ま
だ
生
ま
れ
て
い

な
い
未
知
の
市
場
空
間
は
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン

と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
既
存
の
製
品
や

サ
ー
ビ
ス
に
な
ん
ら
か
の
要
素
を
付
け
加
え
た

り
、
取
り
除
い
た
り
、
増
や
し
た
り
、
減
ら
し

た
り
の
四
つ
の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
勘
案
し
て
、
戦

略
・
特
長
の
要
素
並
び
の
そ
の
強
さ
を
キ
ャ
ン

バ
ス
（
戦
略
キ
ャ
ン
バ
ス
と
呼
ば
れ
て
い
る
）

へ
の
書
き
込
み
作
業
に
よ
り
ブ
ル
ー
シ
ャ
ン
を

見
つ
け
出
す
戦
略
を
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
戦
略

と
い
う
。
具
体
例
で
示
す
と
Ｑ
Ｂ
ハ
ウ
ス
や
コ

ン
ビ
ニ
型
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
・
カ
ー
ブ
ス

の
戦
略
が
ブ
ル
ー
オ
ー
シ
ャ
ン
戦
略
に
該
当
す

る
。

◆
事
業
再
生
の
本
旨

言
葉
の
本
来
の
意
味
で
の
事
業
再
生
は
、「
事

業
」
を
「
再
生
」
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
法
務
・

税
務
・
会
計
な
ど
の
作
業
に
矮
小
化
さ
れ
る
も

の
で
は
な
い
。

一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
、
景
気
変

動
に
お
い
て
構
造
的
要
因
も
無
視
で
き
な
く
な

っ
て
き
た
。
こ
の
時
代
に
、
春
待
ち
型
経
営
で

の
再
生
は
不
可
能
で
あ
り
、
い
く
ら
待
っ
て
も

春
は
来
な
い
。
な
お
、
主
な
構
造
要
因
と
し
て

は
、
Ｉ
Ｔ
化
、
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行（
国

内
的
要
因
）、
新
興
国
の
製
造
業
へ
の
参
入（
国

際
的
要
因
）
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

■
障
害
者
ア
ー
ト
展
開
催
■

ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
前
後
の
時
間
を
利

用
し
て
障
害
者
が
制
作
し
た
イ
ラ
ス
ト
・
絵
画
・

グ
ッ
ズ
等
の
展
示
会
を
開
催
、
多
く
の
セ
ミ
ナ

ー
参
加
者
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、

当
日
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
取
材
に
訪
れ
、
同
日
夕
刻
の

ニ
ュ
ー
ス
で
展
示
会
の
風
景
が
報
道
さ
れ
ま
し

た
。大

手
電
機
メ
ー
カ
ー
で
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
レ
コ

ー
ダ
ー
の
購
入
者
へ
の
対
応
を
誤
り
、
マ
ス
コ

ミ
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
製
品
の
不
買
運

動
へ
と
発
展
し
た
事
例
、
ま
た
自
動
車
メ
ー
カ

ー
で
リ
コ
ー
ル
事
案
を
ユ
ー
ザ
ー
側
の
整
備
不

良
と
し
て
認
め
ず
、
そ
の
後
リ
コ
ー
ル
と
し
て

届
け
出
た
も
の
の
、
関
係
者
は
業
務
上
過
失
致

死
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
る
と
と
も
に
法
人
と
し
て

も
刑
事
告
発
さ
れ
る
事
例
な
ど
、
顧
客
の
ク
レ

ー
ム
対
応
等
に
失
敗
す
る
と
経
営
に
大
き
な
打

撃
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
顧
客
の
ク
レ
ー
ム
や
意
見
に
対
し
、

誠
意
を
持
っ
て
解
決
に
向
け
た
適
切
な
対
応
を

素
早
く
行
う
と
と
も
に
、
ク
レ
ー
ム
の
原
因
を

し
っ
か
り
分
析
し
、
再
発
防
止
を
図
る
企
業
は

顧
客
か
ら
の
信
頼
を
獲
得
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
ク
レ
ー
ム
対
応
は
企
業
経
営
に

お
い
て
も
極
め
て
重
要
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
ク
レ
ー
ム
対
応
の
重
要
性
を
踏
ま

え
、
二
五
年
度
第
一
回
の
特
別
セ
ミ
ナ
ー
は
、

障害者が制作したイラスト・絵画・グッズの
ご利用・ご活用のお願いについて

日頃より弊会の運営に種々ご支援、ご協力を賜わり誠にありがと
うございます。衷心より御礼を申し上げる次第です。
また、CSR活動推進等の観点からこれまで障害者支援に積極的
にお取り組みをいただき、重ねて御礼を申し上げます。

さて、今般、弊会も委員として参画している埼玉県障害者アート
フェスティバル実行委員会では、障害のあるアーティストやその作
品の魅力を多くの方々にご認識いただくために、障害者が制作した
イラスト・絵画・グッズを掲載した「うふっ。埼玉かわいいイラス
ト・グッズ集」を発行いたしました。

会員各位におかれましては、送付済の冊子をご覧いただき、社内
報や IR情報・会報の表紙デザインやカット、カレンダー、商品パ
ッケージ、株主総会のお土産品、会社創立記念の記念品等として、
是非ともご活用いただきますようお願い申し上げます。
なお、活用をご希望される場合は、各ページの最下段に掲載した
各取扱施設宛ご連絡をお願いいたします。各施設の連絡先につきま
しては、冊子１４ページに掲載しております。

特別に障害者支援を検討・実施するのではなく、事業推進上、日
頃から発注・調達している各種印刷物、物品等に障害者の作品をご
活用いただくことで、障害者の生活支援につながるだけでなく、障
害のあるアーティスト自身やその作品が世間に評価されることにな
るのです。
本冊子を手に取り、各ページをご覧いただき、是非ともご活用を
ご検討賜りますようお願い申し上げます。 以 上

展
示
さ
れ
た
障
害
者
ア
ー
ト

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取
材

「
障
害
者
ア
ー
ト
展
示
を
見
る
参
加
者
」

講
演
す
る
田
作
朋
雄
氏

― ８ ―



『
埼
玉
県
産
業
労
働
部
主
要
施
策
説
明
会
』

開
催

二
五
年
度
第
一
回
・
第
二
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会

『
経
営
に
成
果
を
も
た
ら
す
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
た
め
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー
』を

二
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催

五
月
三
〇
日
�
十
三
時
三
〇
分
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
八

〇
〇
を
超
え
る
業
種
・
業
態
の
指
導
等
を
行
う

な
ど
、
ク
レ
ー
ム
対
応
に
留
ま
ら
ず
、
Ｃ
Ｓ
、

サ
ー
ビ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
等
の
分
野
に
お
け
る

第
一
人
者
で
あ
る
�
武
田
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
ス
代
表
取
締
役
武
田
哲
男
氏
を
講
師
と
し

て
お
迎
え
し
、「
経
営
者
・
管
理
者
の
た
め
の

ク
レ
ー
ム
対
応
講
座
」
と
し
て
開
催
し
、
八
五

名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
多
く
の
指
導
経
験
、
著
作
を
有

す
る
武
田
氏
の
講
演
で
あ
り
、
大
い
に
参
考
と

な
る
も
の
で
あ
っ
た
。（
講
演
資
料
は
Ｈ
Ｐ
の

会
員
専
用
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
確
認
く
だ
さ
い
。）

埼
玉
県
産
業
労
働
部
主
要
施
策
に
関
す
る
説

明
会
が
、
平
成
二
五
年
四
月
一
六
日
�
、
一
四

時
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー

ル
に
お
い
て
四
四
名
の
方
々
が
参
加
し
開
催
さ

れ
た
。

説
明
会
は
、
ま
ず
産
業
労
働
部
副
部
長
の
立

川
吉
朗
氏
よ
り
、「
通
商
産
業
政
策
の
地
方
分

権
化
」「
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
推
進
」「
二
五
年
度
の
産
業
支
援
施
策
」

に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
た
。

説
明
の
概
要
は
以
下
の
通
り

一
�
通
商
産
業
政
策
の
地
方
分
権
化

こ
れ
ま
で
産
業
や
雇
用
は
国
の
責
任
で
行
う

も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
今
後
は
県
で
も

主
体
的
に
産
業
お
こ
し
、
雇
用
づ
く
り
に
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に
埼
玉
県

で
は
、
�
中
国
ビ
ジ
ネ
ス
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ビ
ジ

ネ
ス
支
援
等
の
海
外
展
開
支
援
、
�
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
、
オ
ー
ダ
ー
メ
ー
ド
で
迅
速
に
対
応
す
る

企
業
誘
致
活
動
の
展
開
、
�
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
、

新
技
術
・
新
製
品
開
発
支
援
等
の
成
長
産
業
創

出
・
参
入
支
援
等
に
よ
る
産
業
お
こ
し
策
に
よ

り
雇
用
創
出
を
目
指
し
て
い
く
。

二
�
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
推
進

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
推
進
の
趣
旨
は
、
生
産
年

齢
人
口
が
減
少
す
る
一
方
で
出
産
を
機
に
離
職

す
る
女
性
の
比
率
は
い
ま
だ
高
い
ま
ま
と
な
っ

て
い
る
現
状
を
変
革
し
、
女
性
が
い
き
い
き
と

夢
を
持
っ
て
活
躍
で
き
る
よ
う
社
会
進
出
を
進

め
、
女
性
が
得
た
収
入
を
消
費
や
投
資
に
使
い
、

そ
れ
が
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
�

女
性
が
働
く
環
境
の
整
備
、
�
女
性
の
就
業
支

援
、
�
女
性
の
活
躍
の
場
の
創
成
、
�
ウ
ー
マ

ノ
ミ
ク
ス
に
関
す
る
情
報
発
信
の
四
つ
の
施
策

を
本
年
度
も
推
進
す
る
。

三
�
産
業
支
援
施
策

本
年
度
推
進
す
る
以
下
の
七
つ
の
施
策
に
つ

い
て
詳
細
な
説
明
が
行
わ
れ
た
。

�
経
営
基
盤
支
援
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
推
進
支

援
、
新
た
な
成
長
産
業
支
援
、
グ
ロ
ー
バ
ル

展
開
支
援
な
ど
、
中
小
企
業
の
成
長
段
階
に

対
応
し
た
支
援
策

�
国
内
で
の
受
注
機
会
の
創
出
、
中
国
・
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
、
海
外
展
開
の
た
め

に
若
手
社
員
海
外
研
修
支
援
等
の
販
路
開
拓

と
海
外
展
開
支
援
策

�
新
た
な
成
長
産
業
を
創
出
す
る
た
め
の
次
世

代
産
業
支
援
策

�
制
度
融
資
の
拡
充
、
シ
ニ
ア
人
材
に
よ
る
課

題
解
決
の
た
め
の
各
種
サ
ポ
ー
ト
等
の
中
小

企
業
支
援
策

	
地
域
商
業
の
活
性
化
等
商
業
・
サ
ー
ビ
ス
産

業
の
支
援
策



企
業
誘
致
策

�
お
も
て
な
し
日
本
一
を
目
指
し
た
魅
力
あ
る

観
光
推
進
策

続
い
て
、
雇
用
労
働
局
長
の
中
原
健
一
氏
よ

り
、
雇
用
を
促
進
す
る
た
め
の
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
特
区
の
推
進
」「
若
者
の
就
業
支
援
」「
女
性

の
再
就
職
支
援
」「
障
害
者
の
就
職
支
援
」「
産

業
人
材
の
育
成
」
の
五
つ
の
施
策
に
つ
い
て
詳

細
な
説
明
が
行
わ
れ
た
。

説
明
の
概
要
は
以
下
の
通
り

一
�
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
特
区
の
推
進

昨
年
開
設
し
た
「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浦
和
・
就

職
支
援
サ
テ
ラ
イ
ト
」
に
よ
り
、
多
様
な
雇
用

ニ
ー
ズ
へ
の
積
極
的
か
つ
き
め
細
か
な
対
応
を

実
施
す
る
。

二
�
若
者
の
就
業
支
援

丁
寧
な
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
新
卒
就
業
支
援
、

フ
リ
ー
タ
ー
等
の
正
規
雇
用
化
支
援
等
、
若
者

の
就
業
支
援
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

三
�
女
性
の
再
就
職
支
援

働
く
こ
と
を
希
望
し
な
が
ら
、
仕
事
と
子
育

て
の
両
立
や
離
職
後
の
ブ
ラ
ン
ク
に
不
安
を
持

ち
、
求
職
活
動
へ
の
第
一
歩
を
踏
み
出
せ
ず
悩

ん
で
い
る
女
性
に
対
し
、
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン

タ
ー
等
を
通
じ
き
め
細
か
な
就
業
支
援
や
資
格

や
経
験
等
を
活
か
し
た
再
就
職
支
援
を
実
施
す

る
。

四
�
障
害
者
の
就
労
支
援

障
害
者
雇
用
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
事

業
所
支
援
に
加
え
、
短
期
雇
用
体
験
制
度
の
新

設
や
定
着
支
援
セ
ン
タ
ー
の
開
設
等
に
よ
り
障

害
者
雇
用
の
受
け
皿
拡
大
と
離
職
防
止
の
両
面

を
強
化
す
る
。

五
�
産
業
人
材
の
育
成

新
規
学
卒
者
や
様
々
な
求
職
者
を
対
象
に
職

業
訓
練
を
実
施
す
る
と
と
も
に
中
小
企
業
等
の

在
職
者
を
対
象
に
技
能
向
上
訓
練
を
実
施
す
る

な
ど
時
代
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
多
様
な
職
業

訓
練
策
を
展
開
す
る
。

四
月
一
〇
日
�
、
二
四
日
�
の
両
日
の
一
三

時
三
〇
分
よ
り
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市

民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
二
五
年
度
第
一
回
・
第

二
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委
員
会
が
『
経
営

に
成
果
を
も
た
ら
す
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
た
め
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
セ
ミ
ナ
ー

〜
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
ン
グ
実
践
法
を
学
ぶ
』
と

題
し
て
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
三

九
名
、
四
三
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、
昨
年
九
月
に
開
催
し

た
二
四
年
度
第
三
回
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
推
進
委

員
会
の
「
活
躍
す
る
た
め
の
実
践
コ
ー
チ
ン
グ

セ
ミ
ナ
ー
」
で
講
師
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
、

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
�
パ
ー
ト
ナ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ー
チ
で
Ｂ
Ｃ
Ｓ
認
定
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ナ
ル
ビ
ジ

ネ
ス
コ
ー
チ
で
あ
る
加
地
照
子
氏
に
務
め
て
い

た
だ
い
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
講
義
と
ワ
ー
ク
等
で
構
成
さ
れ
、

経
営
に
成
果
を
も
た
ら
す
リ
ー
ダ
ー
で
あ
る
た

め
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
内

容
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
コ
ー

チ
ン
グ
実
践
法
等
に
つ
い
て
体
得
す
る
こ
と
を

目
的
に
開
催
し
た
。

各
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
以
下
の
通
り
。

□
第
一
回
（
四
月
一
〇
日
）

一
�
マ
ク
ロ
（
顧
客
）
の
視
点
か
ら
自
己
の
立

ち
位
置
を
知
る
。

・「
生
き
る
喜
び
は
、
仕
事
と
と
も
に
あ
る
」

・
企
業
が
持
続
成
長
を
遂
げ
る
た
め
の
必
要
条

件
と
は

・
物
事
を
考
え
る
「
三
つ
の
原
則
」

・
顧
客
が
求
め
る
価
値
に
近
づ
く
た
め
自
社
を

知
る

・
組
織
の
中
に
お
け
る
自
己
の
役
割
と
価
値
を

知
る

・
サ
ー
ビ
ス
を
上
回
る
ホ
ス
ピ
タ
リ
テ
ィ
を
目

指
す

・
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
ン
グ
の
効
用
を
知
る

二
�
ミ
ク
ロ
（
組
織
）
の
視
点
か
ら
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
の
役
割
を
知
る
。

・
リ
ー
ダ
ー
に
求
め
ら
れ
る
最
大
に
し
て
最
重

要
な
要
素
を
知
る

・
多
様
な
「
価
値
観
」
を
容
認
し
、「
志
�
ミ

ッ
シ
ョ
ン
と
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
持
つ

・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
は
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
内
包

す
る

・
コ
ー
チ
ン
グ
は
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
を
内
包
す
る

・
組
織
に
お
け
る
行
動
の
基
準
に
つ
い
て
考
え

る
〜
「
思
考
の
枠
」
と
「
成
功
の
循
環
モ
デ

ル
」

三
�
事
例
研
究

・
部
下
と
の
相
互
理
解
を
確
か
な
も
の
に
す
る

講
演
す
る
武
田
哲
男
氏

講
演
す
る
立
川
吉
朗
氏

講
演
す
る
中
原
健
一
氏

― ９ ―
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第
一
回
企
業
戦
略
研
究
会

『
最
新
の
Ｍ
＆
Ａ
動
向
と
第
二
創
業
の
た
め
の

Ｍ
＆
Ａ
活
用
法
』に
つ
い
て
Ｍ
＆
Ａ
キ
ャ
ピ
タ

ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
�
櫻
井
哲
博
氏
が
講
演

た
め
の
二
〇
の
「
悪
癖
」
を
見
つ
め
る

・
行
動
変
革
を
目
的
と
し
て
セ
ル
フ
コ
ー
チ
ン

グ
の
取
組
テ
ー
マ
を
決
め
る

□
第
二
回
（
四
月
二
四
日
）

一
�
経
験
知
（
個
）
の
視
点
か
ら
自
己
理
解
を

深
め
る

・
人
に
よ
り
異
な
る
「
成
長
段
階
」

・
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
て
部
下

を
動
機
づ
け
る

・
相
互
承
認
の
な
い
職
場
は
？

・
職
場
の
働
き
や
す
さ
と
働
き
が
い

・
多
様
な
人
材
の
持
つ
「
四
つ
の
行
動
ス
タ
イ

ル（
現
実
派
、
社
交
派
、
理
論
派
、
友
好
派
）

を
知
る

・
他
者
の
魅
力
を
理
解
し
、
力
を
引
き
出
す

二
�
組
織
遂
行
力
を
高
め
る

・
部
下
の
人
材
分
析
を
行
う

・
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
望
ま
れ
る
三
つ
の
条
件

・
コ
ー
チ
と
な
る
わ
た
し
に
望
ま
れ
る
こ
と

は
？

・
ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
ン
グ
に
よ
り
自
発
的
行
動

を
促
す

◆
コ
ー
チ
ン
グ
に
不
可
欠
な
要
素

傾
聴
↓
共
感
↓
承
認
↓
質
問
↓
助
言

・
二
種
類
の
承
認
を
場
に
応
じ
て
駆
使
す
る

◆
行
動
承
認
�
「
感
謝
す
る
」「
褒
め
る
」「
評

価
す
る
」「
叱
る
」

◆
存
在
承
認
�
「
挨
拶
す
る
」「
名
前
を
呼

ぶ
」「
変
化
に
気
づ
く
」「
声
掛
け
を
す
る
」

・
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
を
確
実
に
し
て
組
織
推
進
力
を
向

上
さ
せ
る
五
つ
の
質
問

�
う
ま
く
い
っ
た
こ
と
は
何
か
？

�
う
ま
く
い
っ
た
原
因
は
何
か
？

�
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
は
何
か
？

�
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
原
因
は
何
か
？

�
次
の
一
手
は
何
か
？

三
�
事
例
研
究
〜
信
頼
を
獲
得
す
る
た
め
に

・
ト
ッ
プ
の
行
動
姿
勢
を
学
ぶ
（
詳
細
は
別
掲

の
「
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
し
て
い
る
ト

ッ
プ
、
ヘ
ッ
セ
ル
バ
イ
ン
の
言
葉
」
１０
年
後

も
成
長
し
て
い
る
た
め
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

参
照
）

◆
ト
ッ
プ
の
方
々
の
考
え
て
い
る
こ
と
？

・
今
後
実
践
す
る
こ
と
は
〜
「
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
」「「
自
己
啓
発
」

・
自
己
に
付
加
価
値
を
つ
け
る
た
め
に

足
元
の
経
済
情
勢
は
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効
果

等
に
よ
り
景
気
は
回
復
傾
向
に
あ
り
、
ま
た
企

業
収
益
は
改
善
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
人
口
減
少
社
会
の
到
来
に

伴
う
市
場
縮
小
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
進
展
に
伴

う
新
興
国
企
業
と
の
競
争
激
化
等
企
業
経
営
を

取
り
巻
く
経
営
環
境
の
厳
し
さ
は
、
従
来
型
経

営
か
ら
の
脱
却
を
容
赦
な
く
迫
っ
て
き
て
お
り

ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
下
、
新
市
場
開
拓
な
ど
を
通

じ
、
自
社
の
経
営
構
造
を
変
革
・
転
換
す
る
試

み
、
い
わ
ゆ
る
�
第
二
創
業
	
を
Ｍ
＆
Ａ
を
活

用
し
て
取
り
組
む
企
業
が
出
て
き
て
お
り
ま
す
。

二
五
年
度
第
一
回
の
企
業
戦
略
研
究
会
は
、

こ
う
し
た
企
業
動
向
を
踏
ま
え
、
五
月
一
五
日



十
四
時
よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階

市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
Ｍ
＆
Ａ
専

門
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社
で
あ
る
Ｍ
＆
Ａ
キ

ャ
ピ
タ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
�
の
営
業
第
一
部
長

櫻
井
哲
博
氏
が
「
最
新
の
Ｍ
＆
Ａ
動
向
と
第
二

創
業
の
た
め
の
Ｍ
＆
Ａ
活
用
法
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
し
、
二
九
の
方
々
が
参
加
し
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
通
り

◆
最
近
の
Ｍ
＆
Ａ
の
動
向
を
み
る
と
、
金
融
緩

講
演
す
る
加
地
照
子
氏

（
第
１
回
）

講
演
風
景
（
第
１
回
）

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

（
第
２
回
）

グ
ル
ー
プ
意
見
を

発
表
す
る
参
加
者
（
第
２
回
）

―１０―



第
一
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

『
こ
れ
か
ら
の
中
国
と
現
地
法
人
の
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
』を
テ
ー
マ
に
一
般
財
団
法
人
ア

ジ
ア
再
生
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
機
構
代
表
理
事
川

村
忠
隆
氏
等
が
講
演

第
一
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

『
発
達
障
害
者
支
援
・
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー
』

開
催

和
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
国
内
市
場
の
縮
小
、

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
Ｉ
Ｔ
化
・

ス
ピ
ー
ド
化
の
進
行
等
、
日
本
企
業
を
取
り

巻
く
経
営
環
境
の
急
速
な
変
化
に
加
え
て
中

小
・
中
堅
企
業
の
経
営
者
の
高
齢
化
、
深
刻

化
す
る
後
継
者
不
在
等
を
要
因
と
し
て
Ｍ
＆

Ａ
が
増
加
し
て
い
る
。

◆
Ｍ
＆
Ａ
の
実
施
目
的
と
し
て
は
、
現
事
業
で

は
成
長
性
が
な
く
、
先
行
き
が
不
透
明
で
あ

る
と
い
っ
た
成
熟
期
か
ら
衰
退
期
の
業
種
・

業
態
の
企
業
が
、
将
来
性
の
あ
る
事
業
の
取

得
、
魅
力
的
な
会
社
へ
の
転
換
を
図
る
と
い

う
第
二
創
業
を
目
的
と
し
た
も
の
が
多
く
な

っ
て
い
る
。

◆
第
二
創
業
的
な
Ｍ
＆
Ａ
の
具
体
例
と
し
て
は
、

富
士
フ
ィ
ル
ム
が
医
薬
品
関
連
事
業
の
育
成

を
目
的
と
し
た
富
山
化
学
工
業
へ
の
Ｔ
Ｏ
Ｂ

実
施
、
ワ
タ
ミ
が
有
料
老
人
ホ
ー
ム
事
業
、

宅
配
弁
当
事
業
強
化
を
目
的
と
し
た
ア
ー
ル
、

タ
ク
シ
ョ
ウ
の
買
収
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

◆
Ｍ
＆
Ａ
を
成
功
さ
せ
る
秘
訣
と
し
て
は
、
買

い
手
側
企
業
が
明
確
な
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
、
企

業
戦
略
を
描
い
て
い
る
こ
と
、
タ
イ
ミ
ン
グ
、

リ
ス
ク
の
可
視
化
、
そ
し
て
譲
渡
企
業
の
オ

ー
ナ
ー
、
役
員
、
社
員
へ
の
配
慮
等
が
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

◆
譲
渡
企
業
に
な
り
得
る
企
業
と
し
て
は
、
健

全
な
財
務
基
盤
を
有
し
て
い
る
、
業
界
再
編

が
進
行
中
の
業
種
、
成
長
が
見
込
ま
れ
る
市

場
に
立
地
し
て
い
る
、
特
徴
の
あ
る
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
を
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
る
。

◆
買
い
手
が
つ
き
や
す
い
企
業
の
具
体
例
と
し

て
は
、
医
療
・
介
護
・
福
祉
系
の
企
業
、
マ

ン
シ
ョ
ン
管
理
、
ビ
ル
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
等
ス

ト
ッ
ク
型
の
収
益
モ
デ
ル
を
有
す
る
企
業
、

食
品
ス
ー
パ
ー
、
家
電
量
販
店
、
業
務
用
食

品
卸
等
が
代
表
的
で
あ
る
。

二
五
年
度
第
一
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会
は
、

五
月
二
二
日
�
一
三
時
三
〇
分
よ
り
、
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

「
こ
れ
か
ら
の
中
国
と
現
地
法
人
の
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
、
五
六

名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

ま
ず
、
講
演
一
と
し
て
一
般
財
団
法
人
ア
ジ

ア
再
生
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
機
構
代
表
理
事
の
川
村

忠
隆
氏
か
ら
「
こ
れ
か
ら
の
中
国
の
抱
え
る
課

題
、
そ
し
て
経
済
構
造
改
革
・
産
業
政
策
の
行

方
」
と
題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
た
。

川
村
氏
か
ら
は
、
ま
ず
�
投
資
か
ら
消
費
へ

の
シ
フ
ト
を
狙
う
経
済
成
長
の
方
針
転
換
、
�

「
省
エ
ネ
・
環
境
」「
次
世
代
Ｉ
Ｔ
」「
バ
イ
オ
」

「
ハ
イ
エ
ン
ド
設
備
」「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」「
新

素
材
」「
エ
コ
カ
ー
」
の
戦
略
的
振
興
七
業
種

を
強
化
し
て
い
く
産
業
政
策
、
産
業
構
造
改
革
、

�
都
市
化
推
進
と
地
方
振
興
を
ポ
イ
ン
ト
と
す

る
第
一
二
次
五
カ
年
計
画
の
概
要
説
明
が
行
わ

れ
、
併
せ
て
中
国
の
高
度
経
済
成
長
は
終
焉
を

迎
え
、
今
後
は
七
％
程
度
の
成
長
で
推
移
す
る

と
の
見
通
し
が
示
さ
れ
た
。

続
い
て
、
人
件
費
を
中
心
と
し
た
ビ
ジ
ネ
ス

コ
ス
ト
の
上
昇
、
各
種
法
令
適
用
の
厳
格
化
等

中
国
進
出
企
業
を
取
り
巻
く
厳
し
い
経
営
環
境

に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が
行
わ
れ
、
最
後
に
進

出
企
業
に
は
迅
速
適
切
な
意
思
決
定
と
明
確
な

指
揮
命
令
、
役
割
と
権
限
の
明
確
化
等
、
適
切

な
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
不
可
欠
で
あ
る
旨
の
提
言
が

行
わ
れ
た
。

休
憩
を
は
さ
ん
だ
後
に
行
わ
れ
た
講
演
二
は
、

同
機
構
理
事
で
中
国
人
弁
護
士
の
賈
暁
海
（
じ

ゃ

し
ょ
う
か
い
）
氏
よ
り
、「
法
務
・
税
務

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
重
要
性
と
事
例
研
究

〜
中
国
進
出
時
・
進
出
後
の
問
題
点
と
対
応
に

つ
い
て
」
と
題
し
て
行
わ
れ
た
。

事
例
研
究
で
は
、「
土
地
資
産
価
値
」「
関
連

会
社
間
の
借
入
」「
労
務
管
理
」「
競
業
問
題
」

「
財
務
管
理
」「
契
約
内
容
の
重
要
性
」「
行
政

的
手
段
」「
訴
訟
手
段
」「
秘
密
保
持
契
約
」「
技

術
ラ
イ
セ
ン
ス
」「
合
弁
契
約
の
重
要
性
」
等

に
関
す
る
事
例
説
明
と
具
体
的
な
対
応
策
に
つ

い
て
詳
細
な
説
明
が
行
わ
れ
た
。

二
五
年
度
第
一
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
は
、
五
月

二
四
日
�
一
三
時
三
〇
分
よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、「
発

達
障
害
者
支
援
・
雇
用
促
進
セ
ミ
ナ
ー
」
と
し

て
埼
玉
県
福
祉
部
福
祉
政
策
課
と
の
共
催
で
開

催
さ
れ
、
一
二
七
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
は
、
埼
玉
県
福
祉
部
福
祉
政
策
課

政
策
幹
知
久
清
志
氏
の
開
会
挨
拶
に
始
ま
り
、

続
い
て
三
つ
の
講
演
が
行
わ
れ
た
。

講
演
一
は
、
埼
玉
県
発
達
障
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ま
ほ
ろ
ば
」
セ
ン
タ
ー
長
藤
平
俊
幸
氏

よ
り
「
発
達
障
害
の
理
解
」
と
題
し
て
講
演
が

行
わ
れ
、
発
達
障
害
の
主
な
診
断
内
容
、
自
閉

症
者
等
の
支
援
に
関
す
る
視
点
、
本
人
並
び
に

周
囲
の
環
境
へ
の
働
き
か
け
、
活
動
場
面
で
の

具
体
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
、
相
談
支
援
機
関
、
障

害
者
雇
用
等
に
つ
い
て
具
体
的
な
説
明
が
行
わ

れ
た
。

講
演
二
で
は
、
テ
ス
コ
・
プ
レ
ミ
ア
ム
サ
ー

チ
�
代
表
取
締
役
石
井
京
子
氏
よ
り
「
発
達
障

が
い
の
あ
る
人
が
活
躍
す
る
た
め
に
」
を
テ
ー

マ
に
講
演
が
行
わ
れ
、
発
達
障
が
い
者
の
就
労

の
現
状
、
発
達
障
が
い
者
の
就
職
活
動
に
関
す

る
失
敗
事
例
・
相
談
事
例
、
就
職
時
か
ら
定
着

ま
で
の
留
意
事
項
等
に
つ
い
て
詳
細
な
説
明
が

行
わ
れ
た
。

最
後
の
講
演
三
で
は
、
社
会
福
祉
士
事
務
所

ひ
び
き
代
表
の
芹
澤
忠
行
氏
よ
り
、「
当
事
者

の
就
労
に
お
い
て
理
解
し
て
欲
し
い
こ
と
」
と

題
し
て
講
演
が
行
わ
れ
、
発
達
障
害
を
持
つ
人

が
働
き
や
す
い
職
場
環
境
の
配
慮
・
工
夫
、
発

達
障
害
者
の
強
み
、
健
康
状
態
の
管
理
に
つ
い

て
説
明
が
行
わ
れ
、
最
後
に
埼
玉
県
よ
り
今
年

の
三
月
に
発
行
さ
れ
た
「
青
年
期
・
成
人
期
の

発
達
障
害
を
理
解
し
支
援
を
広
げ
る
サ
ポ
ー
ト

ブ
ッ
ク
」
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

参
加
者
か
ら
は
、「
発
達
障
害
者
支
援
の
必

講
演
す
る
川
村
忠
隆
氏

講
演
す
る
賈
暁
海
氏

講
演
す
る
櫻
井
哲
博
氏

開
会
挨
拶
を
す
る
知
久
清
志
氏

講
演
す
る
藤
平
俊
幸
氏

講
演
す
る
石
井
京
子
氏

講
演
す
る
芹
澤
忠
行
氏
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第
一
回
少
子
高
齢
化
対
策
研
究
会

『
少
子
高
齢
化
・
高
度
情
報
化
の
進
行
を
踏
ま
え

今
後
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
考
え
る
』

と
題
し
て
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
久
我
尚
子
氏

が
講
演

第
一
回
人
事
労
務
委
員
会

『
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
を
目
指
し
て
。

講
演
・
事
例
発
表
・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

を
開
催
』

要
性
を
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
た
」「
発
達
障

害
者
へ
の
対
応
に
関
す
る
具
体
的
事
例
の
発
表

が
あ
り
と
て
も
参
考
に
な
っ
た
」
等
の
声
が
寄

せ
ら
れ
た
。

今
後
も
本
会
で
は
発
達
障
害
者
支
援
・
雇
用

促
進
等
へ
の
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
く
予
定

で
す
。

二
五
年
度
第
一
回
少
子
高
齢
化
対
策
研
究
会

は
、
六
月
三
日
�
一
四
時
よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ

テ
ィ
ビ
ル
四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、
ニ
ッ

セ
イ
基
礎
研
究
所
生
活
研
究
部
門
研
究
員
久
我

尚
子
氏
を
講
師
と
し
て
お
迎
え
し
「
少
子
高
齢

化
・
高
度
情
報
化
の
進
行
を
踏
ま
え
今
後
の
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
戦
略
を
考
え
る
」
と
題
し
開
催

さ
れ
、
四
一
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

講
演
は
「
若
年
層
」「
シ
ニ
ア
層
」「
女
性
」

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
動
向
に
つ
い
て
興
味
深

い
説
明
が
行
わ
れ
た
。

講
演
の
概
要
は
以
下
の
通
り

◆
若
年
層
の
動
向

・
厳
し
い
経
済
情
勢
に
あ
る
も
の
の
、
目
先
の

所
得
は
案
外
あ
る
。
ま
た
、
未
婚
者
が
多
く

お
金
や
時
間
を
自
由
に
使
い
や
す
い
。
さ
ら

に
は
、
デ
フ
レ
や
情
報
技
術
の
進
化
、
成
熟

し
た
消
費
社
会
の
恩
恵
な
ど
新
た
な
価
値
観

も
有
し
て
い
る
等
か
ら
高
い
生
活
満
足
度
を

有
し
て
い
る
。

・
消
費
行
動
の
特
徴
と
し
て
は
、
情
報
収
集
や

比
較
検
討
は
必
ず
行
い
、
価
格
よ
り
も
コ
ス

ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
厳
し
い
。
一
方
安
全

や
環
境
を
重
視
す
る
現
代
の
若
者
ら
し
い
価

値
観
も
保
有
し
て
い
る
等
の
特
徴
を
有
す
る
。

・
将
来
に
不
安
を
抱
き
つ
つ
も
、
現
状
は
案
外

充
実
し
た
消
費
生
活
を
送
っ
て
お
り
、
消
費

者
と
し
て
厳
し
い
選
別
眼
や
新
た
な
価
値
観

を
保
有
し
て
い
る
。

・
若
年
層
に
対
し
て
は
安
い
だ
け
で
は
な
く
、

付
加
価
値
が
あ
る
な
ど
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
に
見
合
う
商
品
訴
求
が
不
可
欠
。
ま
た
、

今
後
は
男
女
の
趣
味
の
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
・
ゾ

ー
ン
な
ど
に
商
機
の
可
能
性
が
あ
る
。

◆
シ
ニ
ア
の
動
向

・
既
に
大
き
な
人
口
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
有
す
る
と

と
も
に
今
後
更
に
そ
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
増
加

す
る
。
加
え
て
膨
大
な
家
計
資
産
を
保
有
し

て
い
る
。

・
今
後
の
シ
ニ
ア
の
特
徴
と
し
て
は
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
利
用
、
ひ
と
り
暮
ら
し
シ
ニ
ア
の

増
加
、
健
康
維
持
重
視
、
そ
し
て
非
日
常
よ

り
も
日
常
生
活
を
重
視
す
る
等
の
特
徴
を
あ

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

・
シ
ニ
ア
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、

ネ
ッ
ト
展
開
が
益
々
重
要
と
な
り
、
日
常
生

活
を
充
実
さ
せ
る
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
た
消
費

と
い
う
観
点
が
狙
い
目
。

◆
女
性
の
動
向

・
女
性
の
特
徴
と
し
て
は
、
時
間
も
お
金
も
自

由
に
使
い
や
す
い
未
婚
女
性
が
増
加
す
る
と

と
も
に
、
既
婚
女
性
も
働
く
女
性
が
増
え
る

こ
と
か
ら
自
分
の
財
布
を
持
つ
女
性
も
増
加

す
る
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
の
変
化
が

あ
っ
て
も
オ
シ
ャ
レ
を
楽
し
み
た
い
と
い
う

欲
求
強
い
。

・
今
後
も
働
く
女
性
は
増
加
傾
向
で
あ
り
、
財

布
を
持
つ
女
性
が
増
加
す
る
こ
と
で
、
使
え

る
額
の
差
は
あ
る
が
女
性
の
購
買
力
は
さ
ら

に
高
ま
る
可
能
性
が
あ
る
。

・
未
婚
女
性
は
恒
常
的
に
注
目
す
べ
き
存
在
で

あ
り
、
働
く
母
は
効
率
的
、
オ
シ
ャ
レ
、
家

族
と
楽
し
め
る
こ
と
が
攻
略
の
キ
ー
ワ
ー
ド
。

現
下
の
我
が
国
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境

は
少
子
高
齢
化
の
進
行
、
人
口
減
少
社
会
の
到

来
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
の
激
化
な
ど
、
引
き
続

き
厳
し
い
情
勢
が
続
い
て
い
る
。企
業
の
成
長
・

発
展
を
目
指
し
各
社
で
様
々
な
取
組
み
が
な
さ

れ
て
い
る
が
、
厳
し
い
状
況
が
続
く
今
だ
か
ら

こ
そ
、
尚
更
、
社
員
の
働
き
が
い
を
高
め
る
の

取
組
み
や
諸
制
度
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
き
て

い
る
。

こ
う
し
た
認
識
に
基
づ
き
、
二
五
年
度
第
一

回
目
の
「
人
事
労
務
委
員
会
」
は
六
月
四
日
�

一
三
時
三
〇
分
よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル

四
階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
「
働
き
が
い
の
あ

る
会
社
を
目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
、
事

例
発
表
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
い
う

盛
り
だ
く
さ
ん
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
開
催
し
、
三

〇
名
の
方
々
が
参
加
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ま
ず
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
（G

reat
P
lace

to
W
ork

）
の
日
本
代
表
和
田
彰
氏
か

ら
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
説
明
に
続
い

て
、「
働
き
が
い
の
あ
る
会
社
調
査
」
に
つ
い

て
詳
細
な
説
明
が
行
わ
れ
た
。

続
い
て
、
Ｇ
Ｐ
Ｔ
Ｗ
調
査
の
全
国
ラ
ン
キ
ン

グ
入
賞
企
業
で
あ
る
東
京
海
上
日
動
シ
ス
テ
ム

ズ
�
の
人
事
部
課
長
澤
中
克
之
氏
、
�
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
代
表
取
締
役
富
田
直
人
氏
よ
り
各
々

の
会
社
の
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ
い
て
事
例

発
表
が
行
わ
れ
た
。

そ
し
て
、
休
憩
を
挟
ん
で
、「
経
営
理
念
が

働
き
が
い
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
の
か

〜
経
営
理
念
と
働
き
が
い
の
関
係
性
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
和
田
氏
、
澤
中
氏
、
富
田
氏

の
三
氏
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が

行
わ
れ
た
。

講
演
す
る
和
田
彰
氏

事
例
発
表
を
す
る
澤
中
克
之
氏

事
例
発
表
を
す
る
富
田
直
人
氏

講
演
す
る
久
我
尚
子
氏

講
演
を
聞
く
参
加
者

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
風
景
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平
成
二
五
年
度
第
一
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会
は
、
六
月

十
二
日
�
一
三
時
三
〇
分
よ
り
、
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ビ
ル
四

階
市
民
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、『
暴
力
団
の
現
状
と
企
業
に
お

け
る
暴
力
団
対
策
』
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
、
五
八
名
の
方
々

が
参
加
し
た
。

委
員
会
は
、
ま
ず
本
会
副
会
長
で
あ
る
光
山
由
一
委
員
長

（
東
日
本
電
信
電
話
�
埼
玉
支
店
長
）よ
り
開
会
の
挨
拶
が
行

わ
れ
、
続
い
て
埼
玉
県
警
察
本
部

刑
事
部
組
織
犯
罪
対
策

局
捜
査
四
課

暴
力
団
排
除
対
策
室
長

石
井
堅
次
埼
玉
県

警
視
が
、「
暴
力
団
の
現
状
と
企
業
に
お
け
る
暴
力
団
対
策
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
講
演
を
行
っ
た
。
石
井
警
視
は
、
埼
玉
県

警
察
本
部
が
発
刊
し
て
い
る
「
許
す
な
！
暴
力
団
」
〜
不
当

要
求
の
手
口
と
対
応
要
領
と
い
う
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
用
い
て
、

�
不
当
要
求
を
防
止
す
る
た
め
に
法
的
手
段
の
活
用
を

・
二
七
の
暴
力
的
要
求
行
為
の
事
例
と
対
応
例

�
暴
力
団
等
反
社
会
的
勢
力
と
の
対
応
の
基
本

・
平
素
の
準
備
が
肝
心

・
対
応
の
基
本
的
心
構
え

・
具
体
的
対
応
の
十
二
則

�
不
当
要
求
と
そ
の
対
応
Ｑ
＆
Ａ

な
ど
を
説
明
し
、「
蟻
は
一
時
的
に
は
駆
除
で
き
て
も
飴
玉

が
あ
れ
ば
ま
た
発
生
し
、
飴
玉
に
群
が
る
。
蟻
は
暴
力
団
で
、

飴
は
金
、
暴
力
団
根
絶
の
た
め
に
企
業
の
皆
さ
ん
も
飴
玉
は

絶
対
に
投
げ
な
い
よ
う
に
し
て
ほ
し
い
」
と
訴
え
た
。

続
い
て
、
暴
力
団
の
不
当
要
求
や
売
買
契
約
な
ど
に
関
す

る
ト
ラ
ブ
ル
事
例
と
そ
の
対
応
方
法
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
化
し
た
『
決

別
へ
の
道
』
を
視
聴
し
、
後
半
の
部
で
は
埼
玉
県
警
察
本
部

の
方
と
参
加
者
に
よ
り
暴
力
団
と
の
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す
る
想

定
に
基
づ
く
「
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
」
が
行
わ
れ
た
。

■
ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
実
演
・
指
導
・
講
評

埼
玉
県
警
察
本
部

刑
事
部
組
織
犯
罪
対
策
局

捜
査
四
課

暴
力
団
排
除
係
長

埼
玉
県
警
部
補

翠
田
真
吾
氏

暴
力
団
排
除
係
長

埼
玉
県
警
部
補

滝
澤
光
司
氏

暴
力
団
排
除
主
任

埼
玉
県
巡
査
部
長

木
村
拓
郎
氏

想
定
一

暴
力
団
登
録
の
あ
る
者
と
の
契
約
に
関
す
る
ト

ラ
ブ
ル

想
定
二

暴
力
団
員
と
の
交
通
事
故
を
巡
る
ト
ラ
ブ
ル

想
定
三

書
類
の
郵
送

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
で
は
、
滝
澤
警
部
補
と
木
村
巡
査
部

長
が
暴
力
団
役
に
扮
し
、
参
加
者
と
の
迫
力
あ
る
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
ン
グ
が
行
わ
れ
た
。

講
評
し
た
翠
田
警
部
補
は
、
暴
力
団
に
対
応
す
る
際
の
心

構
え
と
し
て
、

�
毅
然
と
し
た
態
度
…
必
要
以
上
に
恐
れ
な
い
、
侮
ら
な
い
。

�
信
念
と
気
迫
…
不
当
要
求
に
は
決
し
て
く
じ
け
な
い
と
う

強
い
意
志
。

�
冷
静
な
対
応
…
挑
発
に
乗
ら
な
い
、
挑
発
し
な
い
。

な
ど
が
肝
要
で
、相
手
や
用
件
の
確
認
、有
利
な
場
所
で
の
面

談
、対
応
内
容
の
記
録
化
、社

内
一
丸
体
制
も
重
要
で
あ
る

と
指
導
し
た
。ま
た
、一
企
業

だ
け
の
要
請
で
も
講
習
な
ど

も
行
っ
て
い
る
の
で
、
遠
慮

な
く
相
談
し
て
ほ
し
い
と
広

報
し
た
。

〔
講
習
の
問
合
せ
〕

埼
玉
県
警
察
本
部
刑
事
部
組

織
犯
罪
対
策
局

捜
査
第
四

課

℡
〇
四
八
―
八
三
二
―

〇
一
一
〇

青
年
経
営
者
部
会
の
平
成
二
十
五
年
度
定
時
総
会
が
五
月

二
十
日
�
午
後
、
浦
和
ロ
イ
ヤ
ル
パ
イ
ン
ズ
ホ
テ
ル
で
、
ご

来
賓
に
藤
池
誠
治
埼
玉
県
経
営
者
協
会
副
会
長
を
迎
え
二
十

四
名
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

総
会
は
川
本
武
彦
部
会
長
（
�
サ
イ
サ
ン
・
社
長
）
が
議

長
と
な
り
、
平
成
二
十
四
年
度
事
業
報
告
、
同
決
算
報
告
。

続
い
て
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
案
、
同
事
業
予
算
案
が

提
案
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
通
り
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
後
、
来
年
の
全
国
大
会
開
催
の
成
功
た
め
、
副
部
会

長
一
名
増
員
の
提
案
が
な
さ
れ
、
原
案
通
り
内
藤

岳
（
内

藤
環
境
管
理
・
常
務
）
が
新
副
部
会
長
と
し
て
選
任
さ
れ
た
。

挨
拶
に
立
っ
た
川
本
武
彦
部
会
長
は
、「
円
が
安
く
な
っ

て
き
た
と
は
い
え
、
な
お
デ
フ
レ
経
済
の
厳
し
い
経
営
環
境

の
中
に
あ
っ
て
も
、
常
に
高
い
目
標
を
掲
げ
前
進
す
る
会
に

し
た
い
。

ま
た
、
組
織
拡
大
に
力
を
注
ぎ
、
会
員
増
強
を
図
り
、
企

業
経
営
に
役
立
つ
講
演
や
勉
強
会
等
々
を
企
画
す
る
な
ど
、

毎
月
魅
力
あ
る
例
会
を
開
催
し
て
い
き
た
い
と
、
さ
ら
に
一

年
後
の
全
国
大
会
埼
玉
開
催
に
向
け
基
礎
を
固
め
る
べ
く
邁

進
し
た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
た
。
そ
し
て
、「
埼
玉
で
の
全

国
大
会
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
も
、
是
非
今
期
の
神
戸
で
の

全
国
大
会
に
積
極
的
に
大
勢
参
加
し
て
頂
き
た
い
」
と
要
請

し
た
。

総
会
終
了
後
の
特
別
講
演
で
は
、
テ
ー
マ
を
「
資
産
運
用

を
学
び
企
業
経
営
に
活
か
す
」
と
題
し
、
コ
ー
ワ
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長
の
高
橋

将
（
た
か
は
し

す
す
む
）
氏

の
講
演
を
拝
聴
し
た
。

そ
の
豊
富
な
経
験
、
経
歴
に
基
づ
い
た
話
は
、
今
後
の
経

営
や
資
産
形
成
に
大
変
参
考
と
な
る
ご
講
演
を
頂
い
た
。

引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
の
部
で
は
、
栗

原
志
功
会
計
監
事
（
も
し
も
ん
・
社
長
）
の
軽
妙
、
洒
脱
な

司
会
・
進
行
で
行
わ
れ
、
藤
池
埼
玉
県
経
営
者
協
会
副
会
長

か
ら
内
藤
副
部
会
長
へ
の
依
嘱
状
の
授
与
と
ご
祝
辞
を
頂
い

た
。藤

池
親
会
副
会
長
は
「
青
年
経
営
者
部
会
の
活
動
は
多
く

の
若
手
経
営
者
の
手
本
に
も
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
会
員
を

集
め
、
大
い
に
活
性
化
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
そ
し
て
、
今

後
と
も
、
親
会
と
一
致
団
結
し
、
県
産
業
界
の
発
展
に
貢
献

す
る
活
動
を
展
開
し
て
欲
し
い
」
と
挨
拶
さ
れ
た
。

続
い
て
、
内
藤
新
副
部
会
長
か
ら
、
埼
玉
で
の
全
国
大
会

開
催
成
功
に
向
け
た
力
強
い
挨
拶
が
あ
っ
た
。

そ
の
後
、
新
特
別
会
員
、
古
川
元
一
氏
（
川
口
土
木
建
築

工
業
）、
梶
原
靖
友
氏
（
梶
原
工
業
）
へ
の
記
念
品
贈
答
が

行
わ
れ
、
お
二
人
に
ご
挨
拶
を
頂
い
た
。

続
い
て
、
齊
藤
敏
雄
部
会
員
（
太
陽
管
財
・
社
長
）
の
音

頭
で
乾
杯
が
行
わ
れ
た
。

懇
親
パ
ー
テ
ィ
ー
に
は
、
２
０
１
３
年
の
ミ
ス
・
ユ
ニ
バ

ー
ス
・
ジ
ャ
パ
ン
埼
玉
大
会
グ
ラ
ン
プ
リ
受
賞
者
も
参
加
し
、

来
年
の
埼
玉
で
の
全
国
大
会
の
話
題
で
大
い
に
盛
り
上
が
っ

た
。さ

ら
に
、
冨
澤
慎
太
郎
（
サ
ン
フ
レ
ッ
セ
・
取
締
役
）
新

部
会
員
か
ら
「
猪
木
」
以
上
の
元
気
溢
れ
る
自
己
紹
介
を
頂

い
た
。

懇
親
会
は
、
藤

池
親
会
副
会
長
を

囲
み
な
が
ら
、
本

来
の
目
的
で
あ
る

会
員
相
互
の
啓
発
、

情
報
交
換
が
一
層

深
め
ら
れ
、
最
後

に
、
中
締
め
の
挨

拶
を
三
友
哲
哉
部

会
員
（
八
千
代
紡

織
・
取
締
役
）
に

頂
き
散
会
し
た
。

『
暴
力
団
の
現
状
と
企
業
に
お
け
る
暴
力
団
対
策
』

〜
埼
玉
県
警
察
本
部
に
よ
る
講
演
、

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
開
催

―
第
一
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会

青
年
経
営
者
部
会
総
会
開
催

埼
玉
全
国
大
会
開
催
の
た
め

副
部
会
長
一
名
増
員
議
決

開
会
挨
拶
す
る
光
山
由

一
地
域
社
会
問
題
委
員

長
（
本
会
副
会
長
）

講
演
し
た
石
井
堅
次
埼

玉
県
警
視
（
埼
玉
県
警

察
本
部
刑
事
部
組
織
犯

罪
対
策
局
捜
査
４
課
暴

力
団
排
除
対
策
室
長
）

参
加
者
と
の

ロ
ー
ル
プ
レ
イ
ン
グ

挨
拶
す
る

川
本
部
会
長

講
演
す
る
コ
ー
ワ
㈱
の

高
橋
将
社
長

藤
池
副
会
長
よ
り

依
嘱
状
を
授
与
さ
れ
る

内
藤
岳
新
副
部
会
長

―１３―
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今
年
の
Ｊ
１
リ
ー
グ
戦
で
躍
進
を
続
け
る
「
大
宮

ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
」。「
こ
の
人
」
は
大
宮
ア
ル
デ
ィ

ー
ジ
ャ
の
鈴
木
茂
代
表
取
締
役
社
長
。
面
会
し
た
印

象
は
気
さ
く
で
、
何
で
も
相
談
に
乗
っ
て
く
れ
そ
う

な
温
か
さ
を
感
じ
る
人
で
あ
る
。

鈴
木
社
長
は
、
一
九
五
二
年
十
二
月
二
四
日
、
山

形
県
米
沢
市
生
ま
れ
。
還
暦
の
六
〇
歳
。
人
生
も
仕

事
も
新
た
な
る
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い
る
。

中
学
校
一
年
か
ら
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を
始
め
、

中
学
時
代
は
続
け
た
が
、
メ
キ
シ
コ
五
輪
で
サ
ッ
カ

ー
日
本
代
表
が
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
こ
と
に
刺
激

さ
れ
、
サ
ッ
カ
ー
選
手
に
憧
れ
山
形
県
立
米
沢
興
譲

館
高
校
一
年

か
ら
本
格
的

に
サ
ッ
カ
ー

に
邁
進
し
た
。

ポ
ジ
シ
ョ
ン

は
セ
ン
タ
ー

バ
ッ
ク
や
サ

イ
ド
バ
ッ
ク

な
ど
の
デ
ィ

フ
ェ
ン
ダ
ー
。

そ
の
後
、

順
天
堂
大
学

体
育
学
部
に

入
学
。
大
学

時
代
も
サ
ッ

カ
ー
選
手
と

し
て
活
躍
し
、
卒
業
後
は
日
本
電
信
電
話
公
社
に
入

社
。
同
時
に
一
九
六
九
年
創
部
の
電
電
関
東
サ
ッ
カ

ー
部
（
後
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
東
サ
ッ
カ
ー
部
）
に
入
部
。

選
手
で
活
躍
し
て
い
た
が
、
体
調
を
壊
し
、
四
年
間

で
選
手
活
動
は
諦
め
た
。

一
九
九
八
年
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
東
サ
ッ
カ
ー
部
は
旧
大

宮
市
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
て
、
チ
ー
ム
名
を
「
大

宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
」
に
改
称
、
翌
年
一
九
九
九
年
、

Ｊ
２
に
参
戦
し
た
。
鈴
木
社
長
は
当
時
の
ク
ラ
ブ
立

ち
上
げ
に
尽
力
、
そ
の
後
、
五
年
間
大
宮
ア
ル
デ
ィ

ー
ジ
ャ
の
取
締
役
事
業
部
長
を
務
め
、
二
〇
〇
五
年

の
Ｊ
１
昇
格
に
貢
献
し
た
。

鈴
木
社
長
は
日
本
電
信
電
話
公
社
時
代
の
二
十
代

後
半
に
は
人
事
・
労
務
を
担
当
、
組
合
対
応
な
ど
も

含
め
、
人
と
関
わ
る
業
務
を
通
じ
て
、
人
と
の
関
係

性
を
学
び
、
何
よ
り
も
人
と
の
「
和
」
が
大
事
で
あ

る
こ
と
を
強
く
感
じ
た
。

鈴
木
社
長
は
、
小
学
校
、
中
学
校
時
代
の
九
年
間
、

父
親
の
転
勤
の
関
係
で
六
回
転
校
し
、
新
た
な
同
級

生
達
と
「
ど
う
す
れ
ば
早
く
溶
け
込
み
、
う
ま
く
付

き
合
っ
て
い
け
る
の
か
」
を
常
に
考
え
て
い
た
。
就

職
し
て
か
ら
感
じ
た
「
和
」
の
大
切
さ
は
、
子
供
の

頃
か
ら
育
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
振
り
返
る
。

そ
ん
な
社
長
が
心
が
け
て
い
る
の
は
「
人
に
優
し

い
ク
ラ
ブ
運
営
」、
何
よ
り
も
人
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
。
二
〇
一
〇
年
十
月
、
社
長
就
任
後
す
ぐ
に

手
掛
け
た
の
は
ク
ラ
ブ
の
新
た
な
ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
。

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
は
な
く
ク
ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ
を
は
じ

め
、
チ
ー
ム
を
統
括
す
る
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

や
監
督
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
新
し
い
ク
ラ
ブ
理
念

と
ビ
ジ
ョ
ン
を
考
え
た
。
就
任
三
年
目
の
今
年
は
、

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（
オ
レ
ン
ジ
キ
ュ
ー
ブ
）
お
よ
び
練

習
場
を
現
在
地
に
移
転
・
完
成
さ
せ
、
新
た
な
る
一

歩
を
踏
み
出
し
た
。

こ
れ
を
機
に
今
年
七
月
に
は
、
新
し
い
環
境
で
の

初
年
度
と
し
て
、
ク
ラ
ブ
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
現
化
の
先

に
あ
る
姿
を
策
定
す
る
「
オ
フ
サ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
」
を
開
催
す
る
。
オ
フ
サ
イ
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、

ク
ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ
全
員
が
一
泊
二
日
の
合
宿
で
、
テ

ー
マ
を
決
め
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、
ク
ラ

ブ
ビ
ジ
ョ
ン
の
具
現
化
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

そ
こ
で
出
さ
れ
た
意
見
を
も
と
に
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ

イ
ン
と
な
る
も
の
を
策
定
し
、
同
じ
目
標
に
向
か
っ

て
い
く
。
こ
れ
も
鈴
木
社
長
の
人
を
大
切
に
し
、
皆

の
意
見
を
尊
重
す
る
と
い
う
意
識
の
表
れ
で
あ
る
。

最
後
に
、
若
手
に
期
待
す
る
こ
と
は
と
い
う
質
問

に
は
、「
や
り
た
い
こ
と
を
や
っ
て
、
と
に
か
く
挑

戦
し
て
ほ
し
い
。
他
の
企
業
で
は
で
き
な
い
よ
う
な

挑
戦
も
Ｊ
リ
ー
グ
ク
ラ
ブ
と
い
う
特
殊
な
世
界
な
ら

で
き
る
こ
と
も
沢
山
あ
る
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
や

ガ
バ
ナ
ン
ス
を
守
り
つ
つ
仕
組
み
や
シ
ス
テ
ム
を
変

え
る
チ
ャ
ン
ス
は
い
く
ら
で
も
あ
る
。
挑
戦
の
結
果
、

失
敗
し
て
も
、
最
後
は
上
司
が
責
任
を
と
れ
ば
良
い
。

怖
が
ら
ず
前
進
し
て
ほ
し
い
」
と
微
笑
ん
だ
。
あ
ら

た
め
て
社
長
の
お
人
柄
を
感
じ
た
瞬
間
だ
っ
た
。

還
暦
を
迎
え
た
鈴
木
社
長
は
、
体
力
維
持
を
目
標

に
運
動
不
足
解
消
の
た
め
週
二
〜
三
回
は
自
宅
周
辺

を
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
い
る
。
趣
味
は
色
々
あ
る
が
、

特
に
映
画
鑑
賞
。
中
で
も
ア
ク
シ
ョ
ン
も
の
は
大
好

き
だ
と
い
う
。「
映
画
を
観
れ
ば
世
相
が
わ
か
り
、

若
い
人
の
考
え
も
少
し
は
理
解
で
き
る
」。
趣
味
と

実
益
を
兼
ね
て
い
る
と
い
う
。

現
在
は
妻
と
次
女
と
の
三
人
暮
ら
し
。
時
々
、
嫁

い
だ
長
女
と
次
女
の
娘
二
人
と
酒
を
交
わ
す
こ
と
が

一
番
の
楽
し
み
と
の
こ
と
。

〔
ご
略
歴
〕

一
九
五
二
年
十
二
月

山
形
県
米
沢
市
出
身

〈
学
歴
〉

一
九
七
一
年
三
月

山
形
県
立
米
沢
興
譲
館
高
等
学

校
卒
業

一
九
七
五
年
三
月

順
天
堂
大
学
体
育
学
部
卒
業

〈
職
歴
〉

一
九
七
五
年
四
月

日
本
電
信
電
話
公
社

入
社

一
九
九
九
年
八
月

エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
�
（
大
宮
ア

ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
）

取
締
役
事
業
部
長

二
〇
〇
四
年
七
月

東
日
本
電
信
電
話
�

二
〇
〇
八
年
七
月

テ
ル
ウ
ェ
ル
東
日
本

取
締
役

二
〇
一
〇
年
十
月

エ
ヌ
・
テ
ィ
・
テ
ィ
・
ス
ポ
ー

ツ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
�

代
表
取
締
役
社
長

二
〇
一
三
年
四
月

�
Ｊ
リ
ー
グ
メ
デ
ィ
ア
プ
ロ
モ

ー
シ
ョ
ン

取
締
役（
非
常
勤
）

〈
そ
の
他
経
歴
〉

一
九
七
五
年
四
月

電
電
関
東
サ
ッ
カ
ー
部
入
部

（
一
九
八
五
年
よ
り
Ｎ
Ｔ
Ｔ
関

東
サ
ッ
カ
ー
部
に
名
称
変
更
）

二
〇
〇
二
年
三
月

Ｊ
リ
ー
グ
Ｇ
Ｍ
講
座

修
了

二
〇
〇
五
年
三
月
〜
二
〇
一
〇
年
十
月

Ｊ
リ
ー
グ
マ
ッ
チ
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ナ
ー

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ

代
表
取
締
役
社
長

鈴

木

茂
氏

大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ

鈴
木
茂
代
表
取
締
役
社
長
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―
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
の
歴
史
―

私
た
ち
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
は
、
１
９

６
９
年
に
前
身
で
あ
る
電
電
関
東
サ
ッ
カ
ー

部
（
の
ち
の
Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
東
サ
ッ
カ
ー
部
）
が

活
動
を
始
め
て
今
年
で
４５
年
を
迎
え
ま
す
。

当
時
は
ア
マ
チ
ュ
ア
チ
ー
ム
と
し
て
、
社
員

選
手
が
中
心
と
な
り
、
こ
こ
埼
玉
県
で
活
動

を
開
始
い
た
し
ま
し
た
。
埼
玉
県
リ
ー
グ
か

ら
始
ま
り
、
関
東
社
会
人
リ
ー
グ
、
日
本
リ

ー
グ
と
地
道
に
活
動
を
続
け
る
こ
と
で
チ
ー

ム
の
強
化
を
図
り
、
１
９
９
９
年
か
ら
Ｊ
２

リ
ー
グ
戦
に
参
入
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

Ｊ
リ
ー
グ
参
入
に
際
し
て
は
、
埼
玉
県
大

宮
市
（
当
時
）
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
ア
マ

チ
ュ
ア
時
代
に
大
宮
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
（
現

Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
５
ス
タ
ジ
ア
ム
大
宮
）
を
ホ
ー
ム

ス
タ
ジ
ア
ム
と
し
て
活
動
し
て
い
た
こ
と
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
大
宮
市
に
よ
る
招
致
活

動
や
地
域
の
皆
さ
ま
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た

署
名
活
動
な
ど
、
ま
さ
に
地
域
の
皆
さ
ま
に

よ
っ
て
大
宮
と
い
う
地
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と

し
て
認
め
て

い
た
だ
き
、

「
大
宮
ア
ル

デ
ィ
ー
ジ

ャ
」
と
い
う

ク
ラ
ブ
名
を

名
乗
ら
せ
て

い
た
だ
く
こ

と
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。

ま
さ
に
私
た

ち
は
地
域
の

皆
さ
ま
に
支

え
ら
れ
今
日

が
あ
る
と
い
う
思
い
を
日
々
強
く
持
っ
て
お

り
ま
す
。

―
未
来
に
向
け
て
―

２
０
１
１
年
に
は
、
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ

ャ
が
目
指
す
も
の
を
表
現
す
る
ク
ラ
ブ
理
念

を
見
直
す
と
と
も
に
、
５０
年
・
１
０
０
年
と

続
く
ク
ラ
ブ
の
２
０
２
０
年
ま
で
の
中
期
ビ

ジ
ョ
ン
「A

rdija
V
ision

2020

�
未

来
を
、
と
も
に
。�」
を
発
表
し
ま
し
た
。
こ

の
ビ
ジ
ョ
ン
は
ク
ラ
ブ
ス
タ
ッ
フ
を
始
め
、

チ
ー
ム
を
統
括
す
る
ゼ
ネ
ラ
ル
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
、
指
揮
す
る
監
督
な
ど
ク
ラ
ブ
全
員
で
意

見
を
交
換
し
決
定
し
ま
し
た
。
こ
の
ビ
ジ
ョ

ン
は
３
つ
の
�
未
来
�
で
構
成
さ
れ
て
お
り

ま
す
が「
地
域
の
未
来
」を
最
初
に
掲
げ
た
の

は
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
皆
さ
ま
に
支
え
ら
れ

て
き
た
こ
と
、
そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
地
域
の

皆
さ
ま
と
と
も
に
共
存
し
て
い
く
こ
と
、
地

域
の
お
役
に
立
つ
た
め
に
何
を
す
べ
き
か
を

一
番
に
考
え
て
い
る
か
ら
の
こ
と
で
す
。
こ

の
ビ
ジ
ョ

ン
は
ク
ラ

ブ
理
念
に

通
じ
る
も

の
で
あ
り
、

よ
り
良
い

地
域
社
会

の
実
現
に

つ
な
が
っ

て
い
く
も

の
と
捉
え
、

日
々
多
く

の
皆
さ
ま

に
支
え
ら

れ
活
動
を

続
け
て
お

り
ま
す
。

―
２
０
１
３
年

新
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
・

練
習
場
完
成
―

今
年
１
月
に
は
、
念
願
で
あ
っ
た
ホ
ー
ム

タ
ウ
ン
さ
い
た
ま
市
に
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
・
練

習
場
が
完
成
し
ま
し
た
。ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス�
オ

レ
ン
ジ
キ
ュ
ー
ブ
�
は
、
ク
ラ
ブ
ビ
ジ
ョ
ン

実
現
に
向
け
て
の
基
盤
と
な
り
、
ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
の
皆
さ
ま
と
の
交
流
を
活
性
化
さ
せ
る

重
要
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
ま
す
。�
オ
レ
ン

ジ
キ
ュ
ー
ブ
�
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
地
域

の
皆
さ
ま

が
誇
り
に

思
っ
て
い

た
だ
け
る

よ
う
な
場

と
な
る
よ

う
活
動
を

し
て
い
く

と
と
も
に
、

ホ
ー
ム
タ

ウ
ン
の
皆

さ
ま
と
ク

ラ
ブ
の
未

来
を
と
も
に
歩
み
、未
来
を
と
も
に
創
り
上
げ

て
い
け
る
場
と
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

―
２
０
１
３
シ
ー
ズ
ン
の
闘
い
―

現
在
国
内
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
で
あ
る
Ｊ
１
で

の
闘
い
が
９
シ
ー
ズ
ン
目
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
８
シ
ー
ズ
ン
は
、
毎
年
残
留
争

い
を
続
け
、
ご
声
援
を
い
た
だ
く
皆
さ
ま
、

支
え
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
に
は
大
変
ご
心
配

を
お
か
け
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
今
シ
ー
ズ

ン
は
第
１７
節
を
終
了
し
現
在
２
位
、
ま
た
昨

年
９
月
か
ら
の
２１
戦
無
敗
と
い
う
Ｊ
１
リ
ー

グ
記
録
を
樹
立
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
リ
ー
グ
戦
の
闘
い
は
１２
月
ま

で
続
き
ま
す
。
さ
ら
に
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ

ャ
と
し
て
、
Ｊ
リ
ー
グ
で
の
闘
い
は
永
く
続

い
て
ま
い
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ま
と
、
共

に
闘
う
力
で
、
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｋ
５
ス
タ
ジ
ア
ム
大

宮
で
ひ
と
つ
で
も
多
く
の
勝
利
で
喜
び
を
わ

か
ち
合
い
、
こ
こ
さ
い
た
ま
市
に
新
た
な
歴

史
を
築
い
て
い
け
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
闘

っ
て
ま
い
り
ま
す
。

２
０
２
０

年
ま
で
の
ク

ラ
ブ
ビ
ジ
ョ

ン
の
実
現
に

向
け
て
、
さ

ら
に
は
「
夢

と
感
動
を
わ

か
ち
合
え
る
、

よ
り
よ
い
地

域
社
会
の
実

現
」
の
た
め

に
、
こ
れ
か

ら
も
大
宮
ア

ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
は
、
こ
こ
大
宮
を
中
心
と
し

て
様
々
な
活
動
を
継
続
的
に
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご
支
援
・
ご
声
援
の

ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※
ク
ラ
ブ
理
念

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
夢
と
感
動
を
わ
か
ち

合
え
る
、
よ
り
よ
い
地
域
社
会
の
実
現
に
貢

献
し
ま
す
。

※
A
rd
ija
V
is
io
n
2
0
2
0

�
未
来
を
、
と
も
に
。�

地
域
の
未
来

ス
ポ
ー
ツ
を
中
心
と
し
た

様
々
な
活
動
を
通
じ
て
、

地
域
の
発
展
に
貢
献
し
ま

す
。

ク
ラ
ブ
の
未
来

地
域
の
皆
さ
ま
に
信
頼
い

た
だ
け
る
、社
会
に
開
か
れ

た
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
ま
す
。

チ
ー
ム
の
未
来

国
内
ト
ッ
プ
リ
ー
グ
（
Ｊ

１
）
で
上
位
に
定
着
し
、

常
に
タ
イ
ト
ル
を
争
う
チ

ー
ム
を
目
指
し
ま
す
。

会員企業紹介

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
夢
と
感
動
を
わ
か
ち
合
え
る
、

よ
り
良
い
地
域
社
会
の
実
現
に
貢
献
し
ま
す

大宮
アルディージャ

勝利後の歓喜

オ
レ
ン
ジ
キ
ュ
ー
ブ

Ｎ
Ｔ
Ｔ
関
東

サ
ッ
カ
ー
部
時
代

地
域
活
動
の
様
子

―１５―
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熊
谷
市
に
本
社
を
置
く
栗
原
弁

天
堂
は
大
正
一
三
年
、
初
代
栗
原

正
一
氏
が
弁
天
堂
薬
局
と
し
て
設

立
し
、
来
年
で
創
立
九
〇
周
年
を

迎
え
る
。

医
薬
事
業
と
農
薬
事
業
の
二
本

立
て
か
ら
、
平
成
一
六
年
に
医
薬

事
業
を
東
邦
薬
品
に
営
業
権
譲
渡

し
、
農
薬
事
業
中
心
の
事
業
展
開

を
図
っ
て
い
る
。

日
本
の
農
業
は
、
内
外
に
様
々

な
課
題
を
抱
え
て
お
り
、「
日
本

の
食
糧
」
を
守
る
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、「
自
然
環
境
の
保
全
」

と
い
う
観
点
か
ら
も
、
重
要
な
産

業
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

ま
た
、
社
会
環
境
変
化
の
中
で
、

農
業
と
い
う
産
業
は
、
益
々
価
値

を
広
げ
て
い
く
分
野
の
一
つ
で
、

今
、
ま
さ
に
転
換
期
を
迎
え
て
い

る
農
業
（
農
業
経
営
）
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
と
も
言

え
る
。

栗
原
秀
樹
社
長
は
、
こ
れ
か
ら

の
変
化
す
る
農
業
へ
の
対
応
と
し

て
、「
農
業
経
営
全
体
を
考
え
、

ト
ー
タ
ル
的
な
視
点
で
ソ
フ
ト
、

ハ
ー
ド
共
に
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
提

供
で
き
る
会
社
を
目
指
す
」
と
力

強
く
抱
負
を
語
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
�
農
家
と
肩
を

組
み
、
販
路
な
ど
に
つ
い
て
も
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
く
体
制
、
�
遊
休

農
地
の
活
用
も
含
め
た
集
約
化
や

省
力
化
も
視
野
に
入
れ
た
農
業
経

営
を
目
指
す
た
め
の
サ
ポ
ー
ト
、

�
大
学
と
の
産
学
連
携
や
地
域
連

携
に
よ
る
現
場
の
新
た
な
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
た
め
の
仕
組
み
や
工
夫

の
研
究
な
ど
、
そ
れ
以
外
に
も
栗

原
社
長
か
ら
は
次
々
と
ア
イ
デ
ア

が
わ
き
出
て
く
る
。

さ
ら
に
、
環
境
負
荷
が
少
な
く
、

安
全
・
安
心
な
「
日
本
型
農
業
」

か
ら
生
ま
れ
る
農
作
物
だ
け
で
は

な
く
、
管
理
シ
ス
テ
ム
の
価
値
を

ど
う
海
外
に
展
開
し
て
い
き
、
海

外
の
気
候
風
土
に
適
し
た
「
循
環

型
農
業
」
を
広
め
て
い
く
か
が
、

今
後
の
農
業
ビ
ジ
ネ
ス
の
キ
ー
に

な
る
。

今
秋
に
幕
張
メ
ッ
セ
で
開
催
さ

れ
る
第
三
回
農
業
資
材
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

（
通
称
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
�
日
本
最

大
級
の
農
業
商
談
展
）
で
は
、
永

年
培
っ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験
を
活

か
し
、「
再
生
」
や
「
共
生
」
を

キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
農
業
経
営
に

有
益
な
仕
組
み
や
情
報
提
供
の
出

展
を
検
討
中
で
あ
る
。

岐
路
に
立
た
さ
れ
て
い
る
日
本

の
農
業
経
営
に
対
す
る
当
社
の
挑

戦
と
ア
イ
デ
ア
の
実
現
が
楽
し
み

で
あ
る
。

さ
い
た
ま
市
に
本
部
を
構
え
る

日
本
自
動
車
管
理
�
は
、
常
に
新

し
い
形
式
の
物
流
と
サ
ー
ビ
ス
を

探
求
し
つ
づ
け
て
い
る
企
業
。

自
動
車
運
行
管
理
部
門
で
は
、

企
業
や
運
送
会
社
な
ど
が
手
持
ち

の
車
両
を
使
用
し
、
運
行
及
び
付

帯
役
務
な
ど
を
当
社
に
ア
ウ
ト
ソ

ー
シ
ン
グ
（
業
務
委
託
）
す
る
こ

と
に
よ
り
、
原
価
を
明
確
に
す
る

と
共
に
、
固
定
人
件
費
を
含
む
物

流
コ
ス
ト
の
低
減
や
役
務
に
お
け

る
リ
ス
ク
を
大
幅
に
減
少
さ
せ
る

効
果
が
あ
る
。

ま
た
、
運
送
部
門
で
は
、
時
代

の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、「
必
要
な

と
き
に
必
要
な
だ
け
」
を
テ
ー
マ

に
ス
ポ
ッ
ト
配
送
を
展
開
し
て
い

る
。
グ
ル
ー
プ
内
の
車
両
を
フ
ル

稼
働
し
、
独
自
の
連
絡
網
に
よ
り

ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
を
図
り
、
配
送

の
安
全
性
、
確
実
性
、
利
便
性
と

共
に
更
な
る
機
動
力
の
強
化
を
目

指
し
て
い
る
。

グ
ル
ー
プ
三
社
の
代
表
と
な
っ

て
い
る
三
原
宏
治
社
長
は
現
在
四

九
歳
。
高
校
を
中
退
し
て
十
六
歳

の
時
に
は
大
手
車
輌
メ
ー
カ
ー
の

ロ
ー
リ
ー
製
造
部
門
で
車
輌
製
造

業
を
経
営
し
て
い
た
父
親
の
会
社

に
勤
務
、
と
こ
ろ
が
、
父
は
作
業

中
に
足
を
切
断
す
る
大
け
が
で
一

年
半
以
上
入
院
。
会
社
の
整
理
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
軽
ト
ラ
を
使
っ
て
の

小
口
配
送
業
務
を
立
ち
上
げ
、
一

九
八
五
年
（
昭
和
六
〇
年
）
に
は
、

二
一
歳
と
い
う
若
さ
で
関
東
物
流

サ
ー
ビ
ス
の
前
身
と
な
る
関
東
軽

貨
物
を
設
立
し
た
。
そ
こ
で
、
物

流
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
を
体
感
、

問
題
点
や
課
題
な
ど
を
掘
り
起
こ

し
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
て

一
九
九
二
年
（
平
成
四
年
）
に
は

二
九
歳
で
日
本
自
動
車
管
理
を
設

立
し
た
。

若
く
し
て
経
営
者
と
な
っ
た
三

原
社
長
は
、
と
に
か
く
人
と
接
す

る
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
、
人
脈

が
広
が
り
、
先
輩
な
ど
か
ら
の
指

導
も
仰
げ
る
と
確
信
。
青
年
会
議

所
や
法
人
会
、
本
会
な
ど
に
も
入

会
し
、
異
業
種
交
流
に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
作
り
を
積
極
的
に
心
が

け
て
い
る
。

三
原
社
長
は
、「
人
と
の
出
会

い
や
絆
が
ど
れ
だ
け
自
分
に
勇
気

や
知
識
を
与
え
て
く
れ
た
か
計
り

知
れ
な
い
。
異
業
種
交
流
は
勉
強

に
な
る
し
、
様
々
な
気
づ
き
も
あ

る
」
と
目
を
輝
か
せ
た
。

ま
た
、
自
宅
が
大
宮
陸
上
自
衛

隊
の
す
ぐ
近
く
に
あ
る
こ
と
も
あ

り
、
幼
い
頃
か
ら
自
衛
隊
の
大
フ

ァ
ン
で
、
自
衛
隊
の
行
事
に
参
加

し
、
応
援
す
る
こ
と
が
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
で
は

防
衛
協
会
や
自
衛
隊
協
力
会
な
ど

の
様
々
な
要
職
も
務
め
て
い
る
。

将
来
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、「
縁

の
下
の
力
持
ち
的
な
存
在
な
が
ら
、

社
会
に
必
要
と
さ
れ
続
け
る
こ
と

を
探
り
な
が
ら
、
発
想
を
転
換
し
、

従
来
の
常
識
を
覆
す
サ
ー
ビ
ス
道

を
目
指
し
た
い
」
と
力
強
く
語
っ

た
。

な話題 北 中 南 西

北
部

�
栗
原
弁
天
堂

「
農
業
は
歴
史
の
上
に
立
っ
て

再
設
計
す
る
チ
ャ
ン
ス
の
時
期
」

中
部
日
本
自
動
車
管
理
�

「
新
た
な
る
道
の
創
造
。

や
る
ぞ
！
本
気
の
サ
ー
ビ
ス
道
」

DATA
会 社 名：�栗原弁天堂
所 在 地：熊谷市佐谷田２９６７‐１
電 話：０４８‐５２２‐５３３５
Ｆ Ａ Ｘ：０４８‐５２２‐４６６０
代 表 者：代表取締役社長 栗原秀樹
設 立：大正１３年３月
資 本 金：１，１１０万円
社 員 数：７０名
事業内容：農業用薬品・工業用薬品・園芸用資材・肥

料等の卸販売、病害虫及び除草防除の請負、
他

事 業 所：埼玉（熊谷市）、群馬（前橋市）、栃木（宇
都宮市）、茨城（古河市）、千葉（富里市）

DATA
会 社 名：日本自動車管理�
所 在 地：本 部 �いたま市北区日進町１‐１９０

営業本部 �いたま市北区日進町１‐１７３‐１
電 話：０４８‐６５２‐００２７

代 表 者：代表取締役社長 三原宏治

設 立：平成４年１２月

資 本 金：１，０００万円

事業内容：自家用自動車管理業、貨物運送取扱事業、

一般廃棄収集運搬業

関連会社：�関東物流サービス、�ケイビーエス

当
社
が
運
行
管
理
し
て
い
る

「
大
宮
ア
ル
デ
ィ
ー
ジ
ャ
バ
ス
」

栗
原
秀
樹
代
表
取
締
役
社
長

本
社
、
熊
谷
物
流
セ
ン
タ
ー

三
原
宏
治
代
表
取
締
役
社
長
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星
光
産
業
株
式
会
社
は
、
Ａ
／

Ｃ
ホ
ル
ダ
ー
・
リ
ア
ト
レ
イ
、
ポ

ケ
ッ
ト
・
サ
ン
グ
ラ
ス
ホ
ル
ダ
ー
・

携
帯
電
話
ホ
ル
ダ
ー
、
ア
ッ
シ
ュ

ト
レ
イ
・
ダ
ス
ト
ハ
ン
ガ
ー
や
キ

ー
ホ
ル
ダ
ー
・
キ
ー
ケ
ー
ス
等
々

の
自
動
車
車
内
用
品
の
製
造
販
売

企
業
で
あ
る
。

皆
様
の
多
く
も
、
平
成
に
入
っ

て
か
ら
、
車
内
に
飲
み
物
用
の
ホ

ル
ダ
ー
を
購
入
な
さ
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
が
、
ま
さ
に

「
そ
の
ホ
ル
ダ
ー
」
等
が
当
社
の

製
品
で
す
。

当
社
の
沿
革
は
、
昭
和
二
十
二

年
に
文
具
事
務
用
品
の
製
造
業
と

し
て
、
星
光
硝
子
製
作
所
を
創
業
。

二
十
八
年
、
星
光
硝
子
製
作
所
�

と
し
て
、
株
式
会
社
組
織
に
変
更
、

三
十
七
年
に
自
動
車
用
品
の
製
造

を
開
始
し
た
。

文
具
事
務
用
品
か
ら
自
動
車
部

品
の
製
造
へ
と
は
、
つ
な
が
り
が

少
な
い
と
思
わ
れ
る
が
、
製
造
し

て
い
た
た
ば
こ
ケ
ー
ス
や
マ
グ
ネ

ッ
ト
ク
リ
ッ
プ
等
、
自
動
車
の
車

内
用
品
と
し
て
用
途
を
拡
大
し
た

と
の
こ
と
。
こ
う
し
て
、
業
容
・

業
績
を
拡
大
し
、
四
十
三
年
、
本

社
ビ
ル
（
東
京
都
墨
田
区
）
落
成
、

五
十
七
年
、本
社
工
場（
墨
田
区
）

を
建
設
、
平
成
四
年
、
吉
川
市
に

工
場
物
流
セ
ン
タ
ー
を
建
設
、
さ

ら
に
、
そ
の
後
、
仙
台
営
業
所
、

福
岡
営
業
所
、
名
古
屋
営
業
所
を

あ
い
つ
い
で
開
設
、
そ
し
て
、
九

年
に
、
海
外
生
産
（
中
国
）
を
始

め
た
。
ま
た
、
十
二
年
に
は
、
本

社
業
務
、
東
京
営
業
所
を
物
流
セ

ン
タ
ー
内
へ
移
転
、
統
合
。
平
成

二
十
二
年
本
社
所
在
地
を
埼
玉
県

に
移
転
、
今
年
、
創
立
六
十
周
年

記
念
の
行
事
を
行
っ
た
。

現
在
、
製
造
は
、
九
十
五
％
が

中
国
で
あ
り
、
約
二
十
年
前
か
ら

の
指
導
と
育
成
が
実
り
、
製
造
上

の
問
題
は
な
い
。

こ
の
業
界
を
リ
ー
ド
し
て
行
く

に
は
、「
新
商
品
の
開
発
能
力
で

あ
り
、
全
て
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
な
い
」
と
、
宮
島
秀
聡
社
長
は

語
る
。
そ
れ
は
、
一
年
で
全
製
品

の
四
分
の
一
が
入
れ
替
わ
る
激
し

さ
か
ら
も
う
か
が
え
る
。

ま
た
、
自
動
車
の
販
売
台
数
が

多
い
ア
ジ
ア
等
の
市
場
と
し
て
の

魅
力
は
、
と
の
問
い
に
、
中
国
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
そ

し
て
、
イ
ン
ド
の
国
々
は
、
オ
ナ

ー
ド
ラ
イ
バ
ー
が
少
な
く
、
自
分

の
車
で
は
な
い
の
で
、
車
内
を
飾

っ
た
り
、
快
適
に
、
と
の
思
い
が

な
く
、
さ
ら
に
、
収
入
が
少
な
く

て
購
買
力
な
く
、
ま
た
、
日
本
の

よ
う
に
、
カ
ー
用
品
を
販
売
す
る

店
舗
も
な
く
、
流
通
の
面
か
ら
も
、

販
売
市
場
と
し
て
の
魅
力
は
少
な

い
と
の
事
。

今
後
も
引
き
続
き
、
国
内
販
売

に
力
点
を
置
き
、
シ
ェ
ア
を
ア
ッ

プ
し
、
業
容
を
拡
大
し
た
い
と
宮

島
社
長
は
話
さ
れ
た
。

ク
ノ
ー
ル
ブ
レ
ム
ゼ
商
用
車
シ

ス
テ
ム
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
は
、

世
界
二
十
七
ヶ
国
、
八
十
七
ヶ
所

に
拠
点
を
構
え
、
商
用
車
用
ブ
レ

ー
キ
及
び
ブ
レ
ー
キ
関
連
製
品
を

扱
う
世
界
最
大
級
の
ク
ノ
ー
ル
ブ

レ
ム
ゼ
・
グ
ル
ー
プ
（
本
社
�
ド

イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
）
の
一
員
と

し
て
、
日
本
の
商
用
車
用
ブ
レ
ー

キ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
研
究
、
製

造
、
販
売
を
担
っ
て
い
る
。

同
社
の
製
品
は
、
世
界
の
大
手

商
用
車
メ
ー
カ
ー
に
採
用
さ
れ
て

お
り
、
運
転
支
援
シ
ス
テ
ム
を
含

め
た
ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ
ム
を
は
じ

め
、
パ
ワ
ー
ト
レ
イ
ン
関
連
の
シ

ス
テ
ム
を
製
造
し
て
い
る
ほ
か
、

ア
フ
タ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
用
の
技
術

サ
ー
ビ
ス
も
提
供
し
て
い
る
。

設
立
は
、
１
９
９
６
年
、
�
Ｊ

Ｋ
Ｃ
ト
ラ
ッ
ク
ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ

ム
ズ
を
設
立
し
、
Ａ
Ｂ
Ｓ
及
び
輸

入
製
品
の
販
売
を
開
始
す
る
。
９９

年
、
ボ
ッ
シ
ュ
ブ
レ
ー
キ
シ
ス
テ

ム
�
製
の
ブ
レ
ー
キ
製
品
の
販
売

を
開
始
（
販
売
移
管
）、
０１
年
、

同
社
よ
り
エ
ア
ブ
レ
ー
キ
事
業
を

譲
受
し
、
商
号
を
ク
ノ
ー
ル
ブ
レ

ム
ゼ
商
用
車
シ
ス
テ
ム
ジ
ャ
パ
ン

�
に
変
更
、
さ
ら
に
、
同
年
、
エ

キ
ゾ
ー
ス
ト
ブ
レ
ー
キ
、
ハ
イ
ド

ロ
マ
ス
タ
ー
事
業
も
譲
受
す
る
。

そ
の
後
、
０６
年
、
坂
戸
に
自
社
工

場
を
建
設
・
移
転
し
、
０７
年
に
は
、

本
社
を
同
工
場
に
統
合
し
た
。

ク
ノ
ー
ル
ブ
レ
ム
ゼ
社
は
、
主

に
従
来
品
の
製
造
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
構
成
部
品
の
日
本
市
場
へ
の
拡

大
、
お
客
様
の
あ
ら
ゆ
る
要
件
を

満
た
す
た
め
の
全
面
的
な
技
術
支

援
の
提
供
に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。

「
日
本
の
Ｏ
Ｅ
Ｍ
企
業
に
車
両
安

全
シ
ス
テ
ム
を
提
供
す
る
グ
ロ
ー

バ
ル
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
の
座
を

維
持
し
た
い
。」
と
中
村

豊
社

長
は
話
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
安
全
関
連
シ
ス
テ
ム

の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
同
社
は
、
戦

略
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
全

て
の
部
門
で
「
Ｖ
Ｅ
Ｒ
Ｙ

Ｇ
Ｏ

Ｏ
Ｄ
」
か
ら
「
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ｅ

Ｎ
Ｔ
」
の
成
績
を
収
め
ら
れ
る
よ

う
改
善
し
て
い
く
活
動
を
行
っ
て

い
る
。「
こ
れ
は
、
２
０
０
７
年

に
導
入
さ
れ
、
ク
ノ
ー
ル
エ
ク
セ

レ
ン
ス
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
ク
ォ

リ
テ
ィ
が
最
優
先
で
あ
る
事
を
考

え
る
と
、
最
終
的
に
は
、
顧
客
に

対
し
て
最
大
限
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
実
現
す
る
こ
と
で
あ
る
。」

中
村
社
長
は
語
っ
た
。

地区会員企業のホット

南
部
星
光
産
業
株
式
会
社

「
自
動
車
の
車
内
用
品
で

業
界
を
リ
ー
ド
す
る
」

「
車
両
安
全
シ
ス
テ
ム
を
提
供
す
る

グ
ロ
ー
バ
ル
・
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
」

DATA

会 社 名：星光産業株式会社

本 社：吉川市大字小松川５６１‐１

代 表 者：代表取締役 宮島秀聡

設 立：昭和２８年１１月

資 本 金：２，３００万円

事業内容：自動車用品製造販売

DATA

会 社 名：クノールブレムゼ商用車

システムジャパン株式会社

本 社：坂戸市にっさい花みず木６‐２２‐１

代 表 者：代表取締役社長 中村 豊

設 立：１９９６年４月

資 本 金：３９０百万円

事業内容：商用車のブレーキ関連の開発、

製造、販売

西
部
ク
ノ
ー
ル
ブ
レ
ム
ゼ
商
用
車

シ
ス
テ
ム
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

セ
パ
レ
ー
ト
Ａ
／
Ｃ
ホ
ル
ダ
ー

Ｂ
Ｋ

ト
リ
プ
ル
ソ
ケ
ッ
ト
３
Ｂ
Ｋ

中
村

豊
代
表
取
締
役
社
長

本
社
工
場
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安全、安定な環境である

植物工場に適した形態・

形質を持つ植物を分子育

種法で作出し、薬用植物

などに応用して、医薬原

料などの高付加価値物資

の生産を目指す

学歴・略歴

高木 優

（たかぎ まさる）

１９８６年名古屋大学大学院

理学研究科修了。理学博

士。１９８７年通産省工技院

微工研研究官、生命研主

任研究官、産業技術総合

研究所グループ長、２０１２

年埼玉大学環境科学研究

センター教授・センター

長

閉鎖系植物栽培施設（植物工場）
は、光源、空調などの稼働に必要な費用が大きく、
設置するには初期費用も大きいという問題があり
ます。加えて、採算の合う栽培植物は、まだ限ら
れており、現在商品として生産されているものは、
レタスなどの葉菜類やハーブ類のみです。しかし、
植物工場は、温度、湿度、光度などの内部環境を
コントロールした閉鎖的な空間で植物を計画的に
生産するシステムであることから、気候変動に影
響しない安定した植物生産を通年行うことが可能
です。さらに、外気から遮断することによって、
害虫、病原菌などによる影響を受けず、野外では
栽培には適さない植物でも無農薬で栽培すること
が可能となります。このように植物工場は、多く
のメリットがあるため、現在、低コスト、低エネ
ルギー型植物工場の開発が進められています。
一方、植物工場に適した形質、特性を持つ植物、
例えば多段棚など限られた空間で多数の植物が栽
培できる背が低い植物や、弱い光でも良好に生育
する植物ができれば、生産コストを軽減できると
考えられます。また、医薬原材料などの生産コス
トに見合う付加価値の高い物質を植物で生産する
ことも一つの考えです。そのためには、安定で安

全な環境である植物工場が必要です。
私たちの研究室は、これまでに植物の形や代謝
系を改変できる画期的な植物遺伝子操作技術
CRES-T（Chimeric Repressor gene Silencing Tech-
nology）法を開発し、それらを用いて高バイオマ
ス植物、多弁咲きシクラメン、油脂量が増加した
種子、環境ストレスに強い植物など、これまでに
ない多様な特性を持つ
植物を作出してきまし
た。また、この技術を
用いて、小型化（背丈
が低い）させるなど植
物工場に適した性質を
与える遺伝子因子を見
つけ出しました。これ
を、物質生産のプラッ
トホームとして使われ
ているタバコや薬用植
物に導入して、抗体生
産および医薬原料の増
産を可能にするシステ
ム開発を行っています。

断層イメージングによる

表面のキズや埃、塗装の

厚さなどの表面検査に展

開できるとおもいます。

学歴・略歴

塩田 達俊

（しおた たつとし）

２００２年東京工業大学大学

院修了。博士（工学）。

米国ケース・ウェスタン・

リザーブ大学博士研究員、

２００４年東京農工大学助教、

２００８年長岡技術科学大学

准教授を経て２０１３年４月

から現職。

塩田研究室では、光を用いた高
い付加価値を持ったセンシング技術を開発してお
ります。例えば、広い範囲でミクロン精度の計測
を可能にする光センシング技術です。
非接触かつ非破壊で形状を計測する技術が製
造・加工の検査プロセスとして必要とされていま
すが、既存の計測器では広い面積を高速に測定す
ることは困難な状況にあります。理由は、既存の
計測器が１点の計測を行うものがほとんどだから
です。３次元的な物体の形状を測定する場合には、
測定点を２次元方向にそれぞれ走査することで対
応しているのですが、測定対象物の全面を計測し
ようとすると非常に長い時間を要すことになりま
すので、実質的に適用することが困難な場合が多
いようです。
これに対して、本研究室では図に示す様な２次
元断層像を測定する技術を研究しています。この
方法では、奥行方向の２次元的な形状をCCDの
画面表示速度（フレームレート）でイメージング
することができるので実質広い範囲の形状を計測
することが可能となります。光学的な処理により
CCDには直接断層像が撮像できるので、画像処
理などの演算を必要とせずCCDがもつ高速性能

を最大限に利用することができます。実験室では、
測定精度は１ミクロン、深さ方向の計測範囲は１０
�程度の形状を一度にイメージ像として取得でき
ることに成功しています。物体表面方向はライン
状を一括計測するので１秒で数メートルの範囲を
計測できます。光を用いて断層イメージングを行
う方法として光CTと言われる細胞の３次元画像
を観察できる顕微鏡技術がすでに実用化していま
すが、数�程度の狭い領域を計測するに過ぎませ
ん。本研究室で開発した技術は、走査不要でCCD
で一度に広い範囲の断層イメージングする技術で
あり、光CTの技術がもつ高分解能な利点を維持
しつつ、広く機械加工や医療用途に適用性を広げ
る技術です。
最後に、産業
応用を考えて、
“測定精度を落
とさずに広い範
囲を計測する”
ことの重要性に
向き合い今後も
研究を進めるつ
もりです。

埼玉大学研究者との出会いの広場
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

シリーズ
第第第第第第第第第第第第７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７７回回回回回回回回回回回回

産業への展開研 究 の 内 容

閉鎖系植物栽培施設（植物工場）に適応した植物の作出
埼玉大学研究機構環境科学研究センター センター長 高 木 優 教授

非接触大面積表面検査装置～先端フォトニクスを産業へ～
埼玉大学大学院理工学研究科 数理電子情報部門 塩 田 達 俊 准教授

図：植物工場に適した形をもつ
植物の作出
左：野性型
右：CRES-T 法を用いて矮化さ
せたタバコ植物

同じスペースで野性型に比べ７
倍量の個体数が栽培可
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ダイカストや砂型・金型鋳造など鋳造分野におけるメタルの
流れ不良やブローホール発生の防止は経験や勘に基づき対策す
る場合が多いのが現実です。近年、CAEの導入が進んでいま
すが、欠陥予測としてまだ十分とはいえず、構造解析CAEの
ような解析ツールにまでは成熟していません。応力解析による
鋳物冷却時の変形予測についても、鋳型の高温物性値が測定で
きないため、CAEシミュレーションでは未解決の分野です。
当研究室ではいくつかの鋳造CAEの精度向上のための実験
を行い、整合性を評価するための研究を行なっています。アル
ミ合金ダイカストでは射出スリーブ内のエアの巻き込みやスリ
ーブ表面でメタルが凝固した破断チル層）の介在により製品品
質が低下します。そこでスリーブ内のメタルの流れを直接観察
する「可視化」研究に着手し、業界で初めてその挙動を高速カ
メラで撮影することに成功しました。大学にある小型ダイカス
トマシンと同じスリーブ径の耐熱ガラスをエアシリンダーに取
り付けて、溶融アルミ合金を流し込み、各種射出条件を変化さ
せた場合のスリーブ内のメタル挙動を観察しました。その結果

から水モデルやCAEシミュレーシ
ョンとの比較を行い、次にスリーブ
に給湯した直後に発生する凝固層に
見立てた「擬似破断チル層」の射出
時の挙動を水実験で観察して製品に
混入しないでビスケットに残る条件
を創出しました。射出条件とチップ
の特殊形状です。その結果は製品で
の解析に役立てられ、実際の工場で
不良が激減できました。
砂型の凝固収縮による変形予測では高温度における熱物性値
が測定できないために、実験による鋳型温度変化の実測データ
から、CAE解析とのフィッティングを試みています。冷却時
の変形挙動は鋳型を介して鋳物の直接変位測定技術により、
CAEと比較してより高精度な解析を進めています。
CAE解析は現場でのデータ整備を活用することで今後、よ
り高精度な解析へステップアップすることが期待されます。

日本の建築技能者教育（職人の教育）は、伝統的には徒弟制
度のなかで行われてきました。一方、現代の技能者教育は、現
場内での技能の習得や、現場外での職業訓練校、専門工事業団
体が主催する講習会や研修会で行われ、その中で新しい技術へ
の対応も実施されています。国土交通省（当時は、建設省）は、
１９９５年の建設産業政策大綱の中で、その基本目標のひとつとし
て技能の高度化・複合化に対応した専門工事業（サブコン）の
建築技能者を確保するために、基幹技能者の育成システムの整
備を行っていくことを打ち出しました。これに基づき、登録基
幹技能者の教育は、国土交通省の指導のもとで（一財）建設業
振興基金が主管となり、各専門工事業において行われています。
建築技能者の教育に関しては、国土交通省の政策の中で取り
上げられ、現在進行中ですが、建築技術者（ここでは、建築施

工管理技術者）の教育に関しては、伝統的に各総合工事業（ゼ
ネコン）に委ねられており、その教育の方法と内容は様々です。
近年、建設業界では、優秀な施工管理技術者の不足が問題視さ
れ、その育成の方法と内容が見直され始めています。例えば、
（公社）日本建築士会連合会のもとに組織された中小ゼネコン
のための建築施工系技術者育成コースWGでは、技術者育成
のあるべき方法と内容の取り纏めを行っています。
建築技術者の教育においては、建築系学科のある教育機関に
も建設業団体と連携した教育の協力依頼が増えはじめています。
建築系学科のある教育機関は、設計教育ありきの旧カリキュラ
ムを見直し、これまでにあまり目が向けられなかった、建築施
工管理技術者や技能者を育成するための職業教育に注力するこ
とが重要です。

「ものつくり大学」へようこそ
今回の内容について、ご関心・興味をお持ちの方は、下記にご連絡下さい。

埼経協 専務理事 根岸 茂文、事務局次長 宮田 信久 �０４８‐６４７‐４１００
�０４８‐６４１‐０９２４

連 載
第第第第第第第第第第第第５５５５５５５５５５５５８８８８８８８８８８８８回回回回回回回回回回回回

鋳造CAEの精度向上のための実験研究
製造学科 鈴 木 克 美 教授

鈴木克美（すずきかつみ）教授、工学博士、技術士（金属加工）早稲田大学理工学部博士課程卒、早稲田大学鋳物研究所、日本
碍子�、旭テック�勤務を経て２００７年からものつくり大学客員教授、特任教授から教授。日本鋳造工学会関東支部理事、素形材
センター編集委員、日本ダクタイル鋳鉄協会副会長

教育機関と建設業の連携による施工管理技術者教育
建設学科 三 原 斉 教授

三原 斉（みはらひとし）図書情報センター長 建設学科 教授 一級建築士 一級建築施工管理技士 一級土木施工管理技士
近畿大学理工学部建築学科卒業、工学院大学大学院工学研究科博士後期課程修了、博士（工学）、村本建設株式会社建築部工
事事務所長 同 購買課長 同 建築工務課長を経て、２００１年よりものつくり大学に着任、現在に至る。専門分野：建築生産、
建築構法、建築施工管理技術者教育、建築技能者教育、など（連絡先 ０４８‐５６４‐３８５２）

図１ 溶融アルミの射出
可視化実験

図２ シミュレーション解析
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本
会
が
実
施
団
体
と
し
て
推
進
し
て

い
る
「
埼
玉
県
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ

ッ
プ
推
進
事
業
」
の
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
情

報
交
換
会
を
五
月
二
十
八
日
�
午
後
、

さ
い
た
ま
市
の
聖
学
院
大
学
・
エ
ル
ピ

ス
館
に
て
開
催
し
た
。
当
日
は
、
受
入

側
の
企
業
・
団
体
は
二
四
先
・
二
八
名

が
参
加
、
県
内
及
び
首
都
圏
の
大
学
関

係
者
は
三
八
大
学
・
五
〇
名
、
こ
の
事

業
を
所
管
す
る
県
産
業
労
働
部
産
業
人

材
育
成
課
、
事
務
局
の
本
会
も
含
め
約

九
十
名
が
参
加
し
た
。

会
は
、
勝
村
直
久
埼
玉
県
産
業
労
働

部
産
業
人
材
育
成
課
課
長
が
開
会
挨
拶
、

続
い
て
、
歓
迎
挨
拶
お
よ
び
概
要
説
明

と
し
て
、
鈴
木
隆
聖
学
院
大
学
キ
ャ
リ

ア
サ
ポ
ー
ト
部
課
長
が
挨
拶
、
そ
し
て
、

「
聖
学
院
大
学
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、

松
村
正
聖
学
院
大
学
キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー

ト
部
Ｇ
Ｐ
室
長
代
行
係
長
が
聖
学
院
大

学
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
状
況
に
つ

い
て
説
明
し
た
。

引
き
続
き
、
宮
田
信
久
本
会
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
事
務
局
統
括
が
、「
平
成

二
五
年
度
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

推
進
事
業
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
作

年
度
の
実
績
と
今
年
度
の
専
用
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
内
容
な
ど
を
説

明
し
た
。

続
い
て
、
渡
辺
博
子
城
西
大
学
現
代

政
策
学
部
准
教
授
が
「
城
西
大
学
に
お

け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
態
と
今
後
の

課
題
」
と
題
し
て
講
演
。
城
西
大
学
に

お
け
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
実
情
、
特
に

現
代
政
策
学
部
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ

い
て
説
明
し
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
�
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
�
国
際
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
、
�
キ
ャ
リ
ア
形
成
研
修
、

�
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
基
礎
、
�
就
職

活
動
支
援
、
�
女
子
学
生
支
援
、
	
資

格
取
得
促
進
な
ど
で
、
そ
の
中
で
も
、

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
研
修
の
実
施
と
そ

の
成
果
に
つ
い
て
は
、
概
要
、
実
施
内

容
、
学
生
の
成
果
、
七
年
間
の
軌
跡
な

ど
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。
最
後
に
キ

ャ
リ
ア
教
育
に
関
す
る
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
は
、「
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
体
験
を

成
果
に
か
え
る
道
筋
づ
く
り
や
、
学
内

態
勢
の
整
備
も
含
め
た
キ
ャ
リ
ア
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
さ
ら
な
る
整
備
が
必
要
。

ま
た
、
地
域
に
お
け
る
独
自
性
と
関
係

性
強
化
も
視
野
に
入
れ
た
関
係
機
関
と

の
継
続
的
関
係
性
の
構
築
が
重
要
」
と

ま
と
め
た
。

そ
の
後
、
第
二
部
と
し
て
約
一
時
間

に
わ
た
り
情
報
交
換
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
会
は
、
単
な
る
名
刺
交
換
会
で

は
な
く
、
受
入
先
側
と
大
学
側
が
マ
ッ

チ
ン
グ
率
の
向
上
や
、
よ
り
質
の
高
い

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
実
現
に
向
け
て

今
年
度
の
状
況
や
今
後
の
見
通
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
留
意
事
項
や
要
望
事
項
な
ど

を
忌
憚
な
く
話
し
合
う
こ
と
が
目
的
で
、

会
場
で
は
積
極
的
に
か
つ
熱
心
に
情
報

交
換
す
る
姿
が
見
て
と
ら
れ
た
。

情
報
交
換
終
了
後
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス

見
学
と
し
て
、
聖
学
院
大
学
の
約
一
、

〇
〇
〇
名
収
容
可
能
な
チ
ャ
ペ
ル
や
図

書
館
な
ど
、
普
段
は
な
か
な
か
見
る
こ

と
が
で
き
な
い
施
設
を
見
学
さ
せ
て
い

た
だ
い
た
。

な
お
、
こ
の
事
業
は
、
七
月
中
旬
か

ら
九
月
初
旬
に
か
け
て
の
夏
季
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
実
習
が
中
心
と
な
る
が
、

夏
休
み
後
半
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受

入
に
は
ま
だ
間
に
合
い
ま
す
の
で
、
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
入
先
登
録
へ
の
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
詳
し
い

事
業
内
容
や
実
施
方
法
な
ど
は
専
用
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。「
大

学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
推
進
事
業
」

で
検
索
す
る
か
、
ま
た
は
、http

://w

w
w
.saitam

a -internship.jp

を
直
接
入

力
し
て
く
だ
さ
い
。

■
大
学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

推
進
事
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
・
情

報
交
換
会

参
加
大
学
、
受

入
先

（
五
十
音
順
）

◇
大
学
◇

足
利
工
業
大
学
、
跡
見
学
園
女
子
大
学
、

神
奈
川
工
科
大
学
、
川
村
学
園
女
子
大

学
、
杏
林
大
学
、
群
馬
大
学
、
埼
玉
学

園
大
学
、
埼
玉
県
立
大
学
、
埼
玉
工
業

大
学
、
十
文
字
学
園
女
子
大
学
、
淑
徳

大
学
、
城
西
大
学
、
尚
美
学
園
大
学
、

昭
和
女
子
大
学
、
職
業
能
力
開
発
総
合

大
学
校
、
女
子
栄
養
大
学
、
白
百
合
女

子
大
学
、
成
蹊
大
学
、
成
城
大
学
、
聖

徳
大
学
、
大
東
文
化
大
学
、
東
京
家
政

学
院
大
学
、
東
京
経
済
大
学
、
東
京
工

科
大
学
、
東
京
国
際
大
学
、
東
洋
学
園

大
学
、
東
洋
大
学
、
獨
協
大
学
、
日
本

工
業
大
学
、
日
本
女
子
大
学
、
文
京
学

院
大
学
、
文
教
大
学
、
武
蔵
大
学
、
目

白
大
学
、
も
の
つ
く
り
大
学
、
山
村
学

園
短
期
大
学
、
立
正
大
学
、
聖
学
院
大

学
（
会
場
）

◇
受
入
先
◇

ア
ズ
企
画
設
計
、
伊
田
テ
ク
ノ
ス
、
ウ

ィ
ズ
ネ
ッ
ト
、
臼
田
フ
ァ
イ
ン
モ
ー
タ

ー
ス
ク
ー
ル
、
ウ
ム
・
ヴ
ェ
ル
ト
、
関

東
食
糧
、
関
東
図
書
、
五
大
工
業
、
サ

イ
サ
ン
、
Ｊ
Ｃ
Ｎ
関
東
、
ジ
ョ
ブ
サ
ポ

ー
ト
、
神
陽
金
属
工
業
、
ス
ー
パ
ー
バ

ッ
ク
、
セ
ン
ト
ラ
ル
自
動
車
技
研
、
デ

サ
イ
ト
、
東
彩
ガ
ス
、
初
雁
興
業
、
隼

人
会
ま
き
ば
園
、
ホ
ッ
カ
イ
エ
ム
ア
イ

シ
ー
、
む
さ
し
証
券
、
武
蔵
野
銀
行
、

望
月
印
刷
、
リ
ン
グ
ア
ン
ド
リ
ン
ク
、

埼
玉
県

平
成
二
五
年
度

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
ガ
イ
ダ

ン
ス
・
情
報
交
換
会
を
開
催

勝
村
直
久
埼
玉
県
産
業
労

働
部
産
業
人
材
育
成
課
長

鈴
木
隆
聖
学
院
大
学
キ
ャ

リ
ア
サ
ポ
ー
ト
部
課
長

渡
辺
博
子
城
西
大
学
現
代

政
策
学
部
准
教
授

情
報
交
換
会
の
様
子

―２２―



����������
����������
����������

��������������
��������������

�調査対象 ……………………………６００社

有効回答数 ………………………１７６社

回収率……………………………２９．３％

�業種内訳 �内製造業………………８７社
�内非製造業……………８９社

�資本金別
�５０００万円以下………………………７２社
�５０００万円超～１億円以下…………５１社
�１億円超～３億円以下……………１５社
�３億円超……………………………３８社

企業経営動向調査（１３年４月実施）調査結果

調 査 概 要

企業経営動向調査結果

�業界景気の最近のDI は、大幅な改善
傾向ではあるが、依然DI はマイナス
にとどまっている。

�先行きのDI は、前回調査比並びに今
回調査（最近）比からも改善するなど、
改善傾向が続く。

１３年４月調査

－４

－７

－１

＋１８

＋２２

＋１５

１３年１月調査

－２７

－３９

－１６

＋７

＋８

＋６

２．業界の景気DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�国内景気の最近のDI は、製造業は、
５７ポイント大幅改善の＋２９となり、非
製造業も３３ポイント改善の＋２７となり、
景況感は大幅に改善している。

�先行きのDI は製造業が＋４６、非製造
業は＋５５となり、さらに改善するとの
見通しとなっている。

１３年４月調査

＋２８

＋２９

＋２７

＋５１

＋４６

＋５５

１３年１月調査

－１７

－２８

－６

＋３５

＋３１

＋４０

１．国内景気DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�．景況判断

�最近の自社の業況DI については、製
造業は前回調査から２５ポイントの大幅
改善、非製造業も改善し、全社のDI
は＋２とプラスに転じている。

�先行きについては、さらに改善すると
の明るい見通しとなっている。

１３年４月調査

＋２

－１

＋６

＋２０

＋２１

＋１９

１３年１月調査

－１２

－２６

＋２

＋１６

＋１４

＋１９

３．自社の業況DI
（「上昇」－「下降」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）
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�設備DI については、過剰感が弱まり、
非製造業ではDI が－２と、過剰感が
解消されている。

�先行きでは引き続き過剰感は解消傾向
を示し、ほぼ適正水準に落ち着く見通
しとなっている。

１３年４月調査

＋５

＋１２

－２

±０

＋３

－４

１３年１月調査

＋１２

＋１９

＋５

＋８

＋１３

＋３

２．生産・営業用設備DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近の在庫水準DI については、製造
業、非製造業ともに前回調査では過大
とする企業が多かったが、今回調査で
は製造業で過大傾向が続くのに対し非
製造業のDI は０と、過不足解消傾向
にある。

�先行きは製造業、非製造業とも在庫過
大は解消するとの見通しとなっている。

１３年４月調査

＋９

＋１７

±０

±０

±０

±０

１３年１月調査

＋１５

＋１８

＋１２

＋５

＋９

±０

１．製品の在庫水準DI
（「過大」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�．その他

�－１．経営動向（売上高）

�１３／１－３月期の売上高DI は、前期比で、
製造業、非製造業ともに若干悪化する傾向が
みられる。

�１３／４－６月期の見通しについては、製造業
９ポイント改善の＋１、非製造業では、９ポ
イント悪化の＋５と、製造業と非製造業の見
通しに差異がでている。

�１３／７－９月期は、製造業、非製造業とも大
幅に改善するとの見通しとなっている。

見 通 し

１３／７－９

＋２４

＋２８

＋２１

１３／４－６

（＋５）
＋３

（＋２）
＋１

（＋８）
＋５

実 績

１３／１－３

（－３）
＋３

（－１８）
－８

（＋１１）
＋１４

１２／１０－１２

＋８

－５

＋２０

１．売上高DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業

�１３／１－３月期の経常利益DI は、前期比で
製造業、非製造業とも小幅ながら悪化してい
るが、製造業では前回調査の見通比１４ポイン
ト改善している。

�１３／４－６月期の見通しでは、製造業は＋６
とプラスに転じるものの、非製造業は－３と
マイナスに転じる見通しとなっており、売上
高と同様、製造業、非製造業の収益見通しに
差異が出ている。

�１３／７－９月期については製造業、非製造業
ともに大幅な改善見通しとなっている。

（注）１３／１－３月期、１３／４－６月期の上段の（ ）内の数値は１３年１月調査時の見通し

見 通 し

１３／７－９

＋１８

＋２１

＋１５

１３／４－６

（－１）
＋１

（－８）
＋６

（＋６）
－３

実 績

１３／１－３

（－４）
＋１

（－２３）
－９

（＋１４）
＋１０

１２／１０－１２

＋３

－６

＋１２

２．経常利益DI
（対前四半期比）

全 社

内 製 造 業

内 非 製 造 業
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�最近の雇用人員DI は、製造業は引き
続き過剰感が強いものの、非製造業は
過剰感は解消されている。

�先行きについては、製造業は過剰感が
大幅に弱まり、ほぼ適正水準に、非製
造業は不足感がさらに強まる見通しと
なっている。

１３年４月調査

＋６

＋１６

－５

－１１

＋１

－２４

１３年１月調査

＋１

＋１７

－１６

＋１

＋２３

－２１

３．雇用人員DI
（「過剰」－「不足」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近の資金繰りDI は、製造業、非製
造業ともDI はプラスでかつ改善傾向
にある。

�先行きのDI では、製造業は＋１３、非
製造業＋６と、１３／４月調査（最近）
とほぼ横ばいで推移するとの見通しと
なっている。

１３年４月調査

＋１２

＋１６

＋８

＋９

＋１３

＋６

１３年１月調査

＋６

＋６

＋６

＋１

－３

＋６

４．資金繰りDI
（「楽」－「厳しい」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き
（６カ月先）

�最近の販売価格DI については、製造
業は－２２と依然下落傾向とする企業が
多く、非製造業でも－５と下落とみる
企業は前回調査比減少傾向にあるもの
のDI は依然マイナスにとどまってい
る。

�先行きでは、１３／４月調査（最近）比
で製造業、非製造業ともに販売価格の
下落傾向は改善しつつある。特に非製
造業では＋２と上昇に転じる企業の方
が多くなっている。

１３年４月調査

－１３

－２２

－５

－６

－１５

＋２

１３年１月調査

－１８

－２１

－１５

－２２

－３０

－１５

５．販売価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

�最近の仕入価格DI は、製造業、非製
造業ともに１０ポイント程度上昇してお
り、引き続き仕入価格は上昇傾向にあ
る。

�先行きのDI では、製造業、非製造業
とも１３／４月調査（最近）比で大幅に
上昇しており、仕入価格が上昇すると
みる企業が多くなっている。

１３年４月調査

＋２２

＋２３

＋２１

＋３７

＋４３

＋３２

１３年１月調査

＋１２

＋１１

＋８

＋１０

＋１１

＋８

６．仕入価格DI
（「上昇」－「下落」）

全 社

内 製 造 業

内非製造業

全 社

内 製 造 業

内非製造業

最 近

先 行 き

―２５―



企業経営動向調査 景況判断の推移

２０１０年４月～２０１３年４月および先行き ※値表示は全社のDI

―２６―



特別調査「新卒採用動向およびインターンシップ受入に関する調査」

１．平成２５年度（平成２５年４月採用）の新卒者採用の有無及び平成２６年度（平成２６年度４月採用）計画について

� 平成２５年４月新卒採用を行いましたか。 回答数：全体１７６（内製造業８７、内非製造業８９）

� すべての回答先に…平成２５年４月採用実績は平成２４年４月採用実績に比べどうなりましたか。

＊２４年４月（前年）調査比「採用した」企業の割合が３～４ポイント増加している。

＊２４年４月（前年）調査よりも「増加した」と回答する企業の率が６～８ポイント増えている。

� �で採用したと回答した先に…採用した新卒の学歴は（複数回答可）。

採用した新卒の学歴別割合は、全体では大卒と高卒は増加、大学院、短大、高専卒は減少となっている。

―２７―
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� すべての回答先に…平成２６年４月の新卒採用予定はありますか。

� すべての回答先に…平成２６年４月の採用予定は平成２５年度採用実績に比べどのようになりますか。

� �の質問で「ある」と回答した先に…平成２６年４月新卒採用予定の学歴は（複数回答可）。

＊２５年４月調査の「採用した」との比較で、製造業は１１ポイント減少、非製造業は３ポイント増加している。

＊２５年４月調査の採用実績が「増加した」との比較で、製造業では１９ポイント減少、非製造業は５ポイントの減少となっている。

平成２６年４月の新卒採用予定は、全体では２５年４月の採用実績と比較し、全体としては大卒・高卒が減少傾向、大学院卒、短大卒、高専
卒が若干の増加となっている。

―２８―



� 平成２６年度４月の新卒採用は何名程度を予定（計画）してますか。 回答数：全体１２３先

２．大学生インターンシップの受入について

� 大学生インターンシップを実施していますか。（受入していますか）

内 非製造業

８６

１０１

２５．６％

２３．２％

６８．６％

６１．６％

５．８％

１３．１％

０．０％

２．０％

＊回答率でみると、「実施している」との回答は前回調査より全体で５．３ポイント増加し、内製造業は８．７ポイント増加している。

２２

２３

５９

６１

５

１３

０

２

内 製造業

８７

１０５

４１．４％

３２．７％

５１．７％

５９．８％

５．７％

６．５％

１．１％

０．９％

３６

３５

４５

６４

５

７

１

１

全体

１７３

２０６

３３．５％

２８．２％

６０．１％

６０．７％

５．８％

９．７％

０．６％

１．５％

５８

５８

１０４

１２５

１０

２０

１

３

回答項目／業種

今回（２５年４月）調査

前回（２４年４月）調査

今回

前回

今回

前回

今回

前回

今回

前回

１．実施している

２．実施していない

３．受入は可能だが実績はない

４．受入は可能だが実施方法がわからない

回答数

� 大学生インターンシップの受入を今後、（今後も）行いますか。

内 非製造業

２３．３％

２３．８％

２４．４％

３５．６％

５２．３％

４０．６％

２０

２４

２１

３６

４５

４１

内 製造業

３７．９％

３６．２％

２６．４％

３２．４％

３５．６％

３１．４％

３３

３８

２３

３４

３１

３３

全体

３０．６％

３０．１％

２５．４％

３４．０％

４３．９％

３５．９％

５３

６２

４４

７０

７６

７４

回答項目／業種

今回

前回

今回

前回

今回

前回

１．行う

２．行わない

３．未定

―２９―
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西
村
和
義
会
長
杯
争
奪
の
第
二
回
目

と
な
る
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
が
、
六

月
七
日
�
、
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

豊
岡
コ
ー
ス
に
お
い
て
、
七
組
二
七
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

朝
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、
細
沼
哲

夫
競
技
委
員
長
（
日
本
伸
管
代
表
取
締

役
会
長
）
の
挨
拶
に
続
き
、
藤
池
誠
治

競
技
副
委
員
長
（
デ
サ
ン
代
表
取
締
役

会
長
）
よ
り
ル
ー
ル
説
明
や
初
参
加
の

方
の
紹
介
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

梅
雨
入
り
後
で
天
候
が
心
配
さ
れ
た

が
、
当
日
は
、
曇
り
空
で
、
微
風
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
で
、
緑
の
美
し
い
名
門

コ
ー
ス
で
、
ア
ウ
ト
と
イ
ン
に
分
か
れ

て
の
同
時
ス
タ
ー
ト
に
よ
り
日
頃
の
腕

前
を
競
っ
た
。

ダ
ブ
ル
ぺ
リ
ア
方
式
に
よ
り
ス
コ
ア

を
集
計
し
、
第
二
回
西
村
会
長
杯
は
ア

ウ
ト
四
五
、
イ
ン
四
四
、
グ
ロ
ス
八
九
、

ハ
ン
デ
一
九
・
二
、
ネ
ッ
ト
六
九
・
八

で
大
谷
隆
男
氏
（
秩
父
鉄
道
�
代
表
取

締
役
社
長
）
が
初
優
勝
を
飾
り
、
シ
ニ

ア
優
勝
は
吉
田
守
氏
（
�
シ
リ
コ
ニ
ッ

ト
代
表
取
締
役
）
が
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
と

な
る
、
ア
ウ
ト
四
五
、
イ
ン
四
三
の
グ

ロ
ス
八
八
、
ネ
ッ
ト
七
一
・
二
の
ス
コ

ア
で
獲
得
、
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
優
勝
は

石
川
卓
氏
（
東
京
ビ
ル
サ
ー
ビ
ス
�
代

表
取
締
役
）
が
獲
得
し
た
。

表
彰
式
は
、
細
沼
競
技
委
員
長
の
開

会
挨
拶
の
後
、
総
合
優
勝
、
シ
ニ
ア
優

勝
、
グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
優
勝
、
順
位
賞

な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
受
賞
者
に
授
与
さ

れ
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
で
は
、
各
賞
を
獲

得
さ
れ
た
方
々
や
今
回
初
参
加
四
名
の

方
の
ス
ピ
ー
チ
な
ど
で
盛
り
上
が
り
、

情
報
交
換
な
ら
び
に
懇
親
が
図
ら
れ
た
。

な
お
、
次
回
は
、
十
一
月
二
二
日
�
、

今
大
会
と
同
じ
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
・
豊
岡
コ
ー
ス
で
開
催
を
予
定
し
て

い
る
。

秩
父
鉄
道
�

大
谷
隆
男
社
長
が
初
優
勝

第

二

回

西
村
会
長
杯
争
奪

会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
を
開
催

第２回西村会長杯 親睦ゴルフ大会主要結果
〈平成２５年６月７日� 武蔵カントリークラブ 豊岡コース〉

１．上位入賞者 （ダブルぺリア／敬称略）

順位 氏 名 会 社 名 役職名 アウト イン グロス HC ネット

優 勝 大谷 隆男 秩父鉄道� 社 長 ４５ ４４ ８９ １９．２ ６９．８

準優勝 吉田 守 �シリコニット 社 長 ４５ ４３ ８８ １６．８ ７１．２

３ 位 桑原 克己 サイエンス� 社 長 ４４ ４５ ８９ １５．６ ７３．４

４ 位 小倉 幹雄 �サンテック 顧 問 ５０ ５１ １０１ ２６．４ ７４．６

５ 位 佐藤 誠 �あすかビルサービス 社 長 ４９ ４６ ９５ ２０．４ ７４．６

ベスグロ 吉田 守 �シリコニット 社 長 ４５ ４３ ８８ ― ―

２．シニアの部

優 勝 吉田 守 �シリコニット 社 長 ４５ ４３ ８８ １６．８ ７１．２

準優勝 桑原 克己 サイエンス� 社 長 ４４ ４５ ８９ １５．６ ７３．４

３．グランドシニア

優 勝 石川 卓 東京ビルサービス� 社 長 ４４ ４７ ９１ １５．６ ７５．４

プ
レ
ー
前
の
集
合
写
真

武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
豊
岡
コ
ー
ス

シ
ニ
ア
優
勝
、
ベ
ス
グ
ロ
賞

吉
田
守
�
シ
リ
コ
ニ
ッ
ト
代
表
取
締
役

総
合
優
勝

大
谷
隆
男
秩
父
鉄
道
�
代

表
取
締
役
社
長

パ
ー
テ
ィ
ー
の
様
子

―３０―



定
年
後
の
再
雇
用
者
の
賃
金
に
つ
い
て
は
、
企

業
の
賃
金
原
資
に
は
限
り
が
あ
り
、
若
年
者
雇
用

や
定
年
前
在
職
者
の
賃
金
の
確
保
が
第
一
で
、
こ

れ
ら
の
社
員
の
生
活
の
保
護
が
最
優
先
す
る
こ
と

や
、定
年
後
の
再
雇
用
は
、そ
の
後
の
年
金
等
へ
の

つ
な
ぎ
雇
用
で
、
社
会
政
策
的
雇
用
と
も
考
え
ら

れ
て
お
り
、こ
の
た
め
、一
般
に
定
年
時
よ
り
も
大

幅
に
賃
金
を
引
き
下
げ
る
取
扱
い
が
な
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
定
年
後
の
再
雇
用
に
あ
た
っ
て
は
、

定
年
前
と
同
じ
仕
事
の
継
続
で
あ
っ
て
も
、
定
年

後
の
「
嘱
託
・
契
約
社
員
」
と
い
っ
た
一
年
契
約

の
有
期
社
員
と
し
て
雇
用
す

る
と
こ
ろ
が
多
く
、
こ
の
場

合
に
は
、
従
前
と
仕
事
が
同

じ
で
も
賃
金
等
の
処
遇
を
変

え
て
も
雇
用
形
態
の
違
い
に

よ
る
の
で
法
的
に
は
問
題
と

な
ら
な
い
。

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機

構
の
調
査
に
よ
る
と
、
定
年
後
継
続
雇
用
制
度
に

よ
っ
て
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
の
従
業
員
と
し
て
雇
用

し
て
い
る
企
業
で
あ
っ
て
も
、
賃
金
は
定
年
到
達

時
の
五
〇
％
未
満
と
す
る
と
こ
ろ
が
七
・
二
％
、

五
〇
〜
六
〇
％
未
満
が
一
四
・
〇
％
、
六
〇
〜
七

〇
％
未
満
が
二
五
・
三
％
と
い
っ
た
よ
う
に
、
一

般
に
は
低
く
設
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
定
年
後
に
再
雇
用
さ
れ
た
労
働
者

の
労
働
条
件
が
定
年
前
の
他
の
無
期
契
約
労
働
者

の
労
働
条
件
と
相
違
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、「
特

段
の
事
情
が
な
い
限
り
不
合
理
と
認
め
ら
れ
な
い

と
解
さ
れ
る
。」（
改
正
労
契
法
施
行
通
達
）
と
さ

れ
て
い
る
。

し
か
し
、
高
年
齢
者
の
賃
金
が
著
し
く
低
い
と

き
は
、
高
年
齢
者
継
続
雇
用
の
趣
旨
に
反
し
、
公

序
良
俗
違
反
と
さ
れ
な
い
の
か
と
い
う
疑
念
が
あ

る
。こ

の
点
に
つ
い
て
は
、
同
じ
運
転
手
で
あ
り
な

が
ら
、
定
年
後
再
雇
用
者
の
シ
ニ
ア
社
員
制
度
に

よ
る
「
時
間
給
一
〇
〇
〇
円
、
賞
与
な
し
」
と
い

う
労
働
条
件
で
、
定
年
時
の
五
四
・
六
％
と
試
算

さ
れ
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
労
契
法
三
条
所
定
の

均
等
待
遇
原
則
の
観
点
よ
り
、
公
序
良
俗
に
違
反

す
る
と
し
て
争
わ
れ
た
事
件
に
つ
い
て
、
判
例
は
、

「
正
社
員
と
シ
ニ
ア
社
員
（
嘱
託
）
と
の
間
に
は
、

本
来
的
に
は
、
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
原
則
や
均

等
待
遇
の
原
則
の
適
用
は
予
定
さ
れ
て
い
な
い
と

こ
ろ
で
あ
り
」、「
同
原
則
が
労
働
関
係
を
規
律
す

る
一
般
的
な
法
規
範
と
し
て
存
在
し
て
い
る
と
認

め
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、『
公
の
秩
序
』
と
し

て
こ
の
原
則
が
存
在
し
て
い
る
と
認
め
る
こ
と
も

困
難
で
あ
る
。」
と
し
、「
ま
た
、
均
等
待
遇
原
則

の
観
点
か
ら
も
、
上
記
五
四
・
六
％
い
っ
た
数
字

は
、
我
が
国
労
働
市
場
の
現
況
や
、
定
年
退
職
後

の
雇
用
状
況
に
鑑
み
る
と
、
こ
れ
が
高
年
齢
者
雇

用
安
定
法
の
趣
旨
を
潜
脱
す
る
ほ
ど
の
低
額
と
い

え
ず
、
公
序
良
俗
に
違
反
す
る
と
ま
で
認
め
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
。」（
平
成
二
二
・
九
・
一
四
大

阪
高
裁
判
決
）
と
さ
れ
て
い
る
。

厚
労
省
の
Ｑ
＆
Ａ
で
も
、「
高
年
齢
者
雇
用
安

定
法
が
求
め
て
い
る
の
は
、
継
続
雇
用
制
度
の
導

入
で
あ
っ
て
、
事
業
主
に
定
年
退
職
者
の
希
望
に

合
致
し
た
労
働
条
件
で
の
雇
用
を
義
務
付
け
る
も

の
で
は
な
く
、
事
業
主
の
合
理
的
な
裁
量
の
範
囲

の
条
件
を
提
示
し
て
い
れ
ば
、
労
働
者
と
事
業
主

と
の
間
で
労
働
条
件
等
に
つ
い
て
の
合
意
が
得
ら

れ
ず
、
結
果
的
に
労
働
者
が
継
続
雇
用
さ
れ
る
こ

と
を
拒
否
し
た
と
し
て
も
、
高
年
齢
者
雇
用
安
定

法
違
反
と
な
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。」
と
し

て
い
る
。

▼
今
日
は
「
夏
至
」
で
あ
る
。
一
年
中
で
一
番
昼

が
長
く
、
夜
が
短
い
日
で
、
昼
夜
の
差
は
四
時
間

三
〇
分
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

そ
し
て
、
こ
の
夏
至
が
過
ぎ
る
と
本

格
的
な
夏
が
始
ま
る
と
も
。

も
う
既
に
夏
に
突
入
し
て
い
る
じ
ゃ

あ
な
い
か
と
文
句
も
言
い
た
く
な
る
天

候
だ
。

台
風
四
号
と
温
帯
低
気
圧
が
合
体
し

て
豪
雨
を
全
国
に
撒
き
散
ら
し
て
い
る

が
、
東
京
の
水
が
め
と
な
る
利
根
川
上

水
の
ダ
ム
に
は
雨
が
降
ら
な
い
！

以
前
、
こ
ん
な
話
を
聞
い
た
事
が
あ

る
。「

天
候
を
制
す
る
者
は
、
世
界
を
制

す
る
こ
と
が
出
来
る
」
と
。
科
学
が
ど

の
よ
う
に
進
歩
し
て
も
、
所
詮
『
人
間

は
自
然
に
は
勝
て
そ
う
も
な
い
！
』

人
間
は
原
点
に
戻
り
、
贅
沢
な
生
活

に
別
れ
を
告
げ
て
、
明
治
・
大
正
時
代

の
生
活
に
と
も
言
い
た
い
が
、
今
日
の

生
活
に
慣
れ
親
し
ん
で
し
ま
っ
て
は
後

戻
り
は
出
来
な
い
だ
ろ
う
。

自
然
環
境
の
変
異
が
い
づ
れ
食
生
活
な
ど
に
も

悪
影
響
を
及
ぼ
し
、
想
定
外
な
疾
病
な
ど
を
も
た

ら
し
か
ね
な
い
、
と
。（
著
名
な
ド
ク
タ
ー
談
よ

り
）

▼
間
も
な
く
６
月
も
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
が
、

今
年
の
４
月
入
社
の
新
入
社
員
も
試
用
期
間
の
３

か
月
も
過
ぎ
、
問
題
が
無
け
れ
ば
本
採
用
と
な
る
。

最
近
、
企
業
か
ら
の
相
談
内
容
の
多
く
は
「
精

神
面
」
で
の
事
が
！

城
山
三
郎
著
に
「
打
た
れ
強
く
生
き
る
」
と
い

う
書
籍
が
あ
っ
た
と
記
憶
し
て
い
る
が
、
最
近
は

『
打
た
れ
弱
く
生
き
る
』
日
本
人
が
実
に
多
く
な

っ
た
よ
う
な
気
が
し
て
な
ら
な
い
と
思
う
の
は
小

生
だ
け
で
あ
ろ
う
か
？

今
の
時
代
は
叱
ら
れ
た
経
験
の
少
な
さ
を
感
じ

て
い
る
。
家
庭
に
お
い
て
も
、
地
域
に

お
い
て
も
、
学
校
に
お
い
て
も
。
躾
の

原
点
は
家
庭
に
あ
る
と
、
何
時
も
訴
え

て
い
る
小
生
に
と
っ
て
は
、親
も
善
悪
・

良
否
の
判
断
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
る

と
も
考
え
て
い
る
。

怖
い
も
の
に
「
地
震
・
雷
・
火
事
・

親
爺
」
と
昔
は
い
わ
れ
た
が
、
親
爺
は

子
供
の
友
達
の
時
代
だ
。
物
質
面
で
豊

か
な
時
代
に
生
ま
れ
育
ち
、
叱
ら
れ
怒

ら
れ
た
経
験
も
な
く
、
自
分
の
主
義
主

張
を
し
、
義
務
も
果
た
さ
な
い
、
当
然

ガ
マ
ン
も
出
来
な
い
し
、
忍
耐
や
苦
労

な
ど
も
考
え
よ
う
と
も
し
な
い
！

自
分
に
と
っ
て
都
合
の
悪
い
事
は
パ

ワ
ハ
ラ
や
セ
ク
ハ
ラ
な
ど
の
言
葉
に
す

ぐ
に
置
き
換
え
て
し
ま
う
。

だ
か
ら
、「
打
た
れ
弱
く
」
な
っ
て

も
仕
方
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

企
業
の
総
務
・
人
事
担
当
者
に
と
っ
て
は
、
苦

痛
時
代
が
到
来
し
た
と
も
い
え
る
が
、
そ
の
前
に

自
分
自
身
が
「
先
ず
、
打
た
れ
強
い
人
間
」
に
成

長
し
て
欲
し
い
と
念
じ
て
や
ま
な
い
。

第１９４回

定
年
再
雇
用
者
の

賃
金
に
つ
い
て弁

護
士

安
西

�

ここんんなな時時ににここんんなな事事をを！！
エッセイスト 和 宮 英 之

―３１―



夏
の
節
電
に
御
協
力
を

「
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
事
業
の
御
案
内

サ
イ
タ
マ
ス
マ
イ
ル
ウ
ー
マ
ン

フ
ェ
ス
タ
を
開
催
し
ま
す
！

「
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浦
和
・
就
業
支
援
サ
テ

ラ
イ
ト
」
の
サ
ー
ビ
ス
を
大
幅
拡
充
！

「
も
の
づ
く
り
基
礎
講
座
」の

受
講
者
を
募
集
し
ま
す
！

今
年
の
夏
の
東
京
電
力
管
内
の
電
力
需
給

に
つ
い
て
は
、
余
裕
が
あ
る
と
の
見
通
し
が

政
府
か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
電
力
需
給
見
通
し
は
企
業

や
家
庭
の
定
着
し
た
節
電
を
織
り
込
ん
だ
も

の
で
す
。
ま
た
、
火
力
発
電
所
の
不
測
の
停

止
な
ど
に
よ
り
、
電
力
需
給
が
ひ
っ
迫
す
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

皆
様
に
は
、
引
き
続
き
無
理
の
な
い
範
囲

で
着
実
に
節
電
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
、

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

節
電
を
お
願
い
す
る
の
は
、
９
月
３０
日
�

ま
で
の
平
日
９
時
〜
２０
時
で
す
。

具
体
的
な
節
電
メ
ニ
ュ
ー
等
に
つ
い
て
は
、

政
府
の
節
電
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

http
://setsuden.go.jp/

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
労
働
政
策
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
７
２
３
）

県
で
は
、
女
性
の
力
で
県
内
経
済
を
元
気

に
す
る
「
埼
玉
版
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、

二
つ
の
事
業
を
御
案
内
し
ま
す
。

１

多
様
な
働
き
方
実
践
企
業

県
で
は
、
仕
事
と
子
育
て
等
を
両
立
で
き

る
職
場
環
境
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
短
時

間
勤
務
制
度
な
ど
多
様
な
働
き
方
を
実
践
す

る
企
業
・
事
業
所
を
認
定
し
て
お
り
、
申
請

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

（
認
定
基
準
）

�
女
性
が
多
様
な
働
き
方
を
選
べ
る

�
出
産
し
た
女
性
が
働
き
続
け
て
い
る

�
女
性
管
理
職
が
活
躍
し
て
い
る

�
男
性
社
員
の
子
育
て
支
援
等
を
積
極
的
に

行
っ
て
い
る

な
ど

（
特
典
例
）

認
定
証
等
の
交
付
、
県
制
度
融
資
「
産
業

創
造
資
金
」
の
利
用
（
別
途
審
査
あ
り
）、

県
が
大
学
生
や
求
職
者
に
働
き
や
す
い
会
社

と
し
て
紹
介
、
県
建
設
工
事
の
入
札
参
加
資

格
申
請
時
の
加
点
な
ど
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

２

企
業
内
保
育
所
補
助
金

県
で
は
、
企
業
内
保
育
所
の
設
置
・
運
営

に
対
す
る
補
助
制
度
を
設
け
て
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

�
施
設
整
備
費
補
助
金

・
対
象

�
新
た
に
定
員
５
名
以
上
の
企
業
内
保
育
所

を
整
備
す
る
場
合

�
既
存
の
企
業
内
保
育
所
が
５
名
以
上
の
定

員
増
を
伴
う
拡
充
整
備
を
す
る
場
合

�
既
存
の
企
業
内
保
育
所
が
、
５
名
以
上
の

定
員
増
に
伴
い
、
備
品
を
整
備
す
る
場
合

・
補
助
額

１
か
所
あ
た
り
上
限
５
０
０
万

円
�
共
同
利
用
型
企
業
内
保
育
所
の
運
営
費
補

助
金

・
対
象

�
新
た
に
定
員
５
名
以
上
の
共
同
利
用
型
企

業
内
保
育
所
を
開
設
し
た
場
合
の
運
営
費

�
既
存
の
企
業
内
保
育
所
か
ら
転
換
し
て
５

名
以
上
の
定
員
増
を
行
う
共
同
利
用
型
企

業
内
保
育
所
を
開
設
し
た
場
合
の
運
営
費

・
補
助
期
間

開
設
し
た
日
の
翌
月
か
ら
３

年
間

・
補
助
額

１
年
目
上
限
３
０
０
万
円
、
２

年
目
上
限
２
２
５
万
円
、
３
年
目
上
限
１

５
０
万
円

�
問
い
合
わ
せ
先

県
ウ
ー
マ
ノ
ミ
ク
ス
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
６
３
）

〜
女
性
の
笑
顔
や
活
躍
を
発
信
〜

平
成
２５
年
９
月
１４
日
�
と
１５
日
	
に
さ
い

た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ア

リ
ー
ナ
で
「
サ
イ
タ
マ
ス
マ
イ
ル
ウ
ー
マ

ン
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催
し
ま
す
。

女
性
向
け
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
取
り
揃

え
た
女
性
消
費
者
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

美
容
や
グ
ル
メ
、子
育
て
用
品
な
ど
の
商
品
・

サ
ー
ビ
ス
を
展
示
・
即
売
し
ま
す
。
無
料
の

サ
ン
プ
ル
配
布
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
当
た
る
抽

選
会
も
行
い
ま
す
。

会
場
内
で
は
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
や
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
、
女
性
起
業
家
に
よ
る
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
開
催
し
ま
す
。

ど
な
た
で
も
無
料
で
入
場
で
き
ま
す
が
、

事
前
予
約
の
必
要
な
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
ま
す

の
で
、
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

多
く
の
女
性
や
御
家
族
連
れ
の
御
来
場
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

http
://saitam

a- w
om
enom

ics.info/festa

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
支
援
課

（
０
４
８
―
８
３
０
―
３
９
０
８
）

平
成
２５
年
５
月
２７
日
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浦

和
・
就
業
支
援
サ
テ
ラ
イ
ト
に
若
者
と
女
性

の
相
談
窓
口
を
開
設
。
全
て
の
世
代
の
利
用

者
へ
、
き
め
細
か
な
支
援
を
行
い
ま
す
。

１

新
設
コ
ー
ナ
ー

�
若
者
コ
ー
ナ
ー
（
予
約
制
）

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
き
め

細
か
な
就
職
支
援
で
、
若
者
の
就
活
を
力
強

く
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

※
さ
い
た
ま
新
都
心
に
あ
っ
た
「
ヤ
ン
グ

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
埼
玉
」
は
、
こ
ち

ら
に
移
転
し
ま
し
た
。

�
女
性
コ
ー
ナ
ー
（
予
約
制
）

子
育
て
と
の
両
立
な
ど
の
不
安
を
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
や
セ
ミ
ナ
ー
で
軽
減
し
、
就
職
活

動
を
支
援
し
ま
す
。

※
「
県
女
性
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
」
は
、

さ
い
た
ま
新
都
心
の
現
在
地
で
引
き
続

き
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�
新
卒
コ
ー
ナ
ー

大
学
な
ど
の
学
生
、
卒
業
後
三
年
以
内
の

既
卒
者
の
就
職
を
支
援
し
ま
す
。

２

既
設
コ
ー
ナ
ー

職
業
紹
介
を
行
う
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
コ
ー
ナ

ー
、
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
の
あ
る
マ
ザ
ー
ズ
コ

ー
ナ
ー
、
４０
歳
以
上
の
方
向
け
の
中
高
年
コ

ー
ナ
ー
（
予
約
制
）、
求
職
中
の
生
活
や
住

ま
い
の
相
談
に
応
じ
る
生
活
・
住
宅
総
合
相

談
コ
ー
ナ
ー
（
利
用
は
午
後
５
時
ま
で
、
受

付
は
３０
分
前
）、介
護
な
ど
福
祉
の
仕
事
を
希

望
す
る
人
の
た
め
の
福
祉
人
材
就
職
コ
ー
ナ

ー
（
利
用
は
午
後
５
時
ま
で
）
が
あ
り
ま
す
。

【
利
用
時
間
】

月
〜
金
曜
日

午
前
１０
時
〜
午
後
７
時

土
曜
日

午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

※
土
曜
日
は
若
者
コ
ー
ナ
ー
・
女
性
コ
ー

ナ
ー
・
中
高
年
コ
ー
ナ
ー
の
み
（
全
て

予
約
制
）

�
問
い
合
わ
せ
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
浦
和
・
就
業
支
援
サ
テ
ラ

イ
ト

（
０
４
８
―
８
２
６
―
５
６
０
１（
代
表
））

県
で
は
、
県
内
中
小
企
業
の
若
手
技
術
者

を
対
象
に
、
も
の
つ
く
り
大
学
の
科
目
履
修

制
度
を
活
用
し
て
、
約
２
か
月
間
（
週
１
回
、

８
日
間
）で
も
の
づ
く
り
の
基
礎
を
学
ぶ「
も

の
づ
く
り
基
礎
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

１

募
集
講
座

型
枠
施
工
基
礎
、
溶
接
基

礎
、
建
設
製
図
等
の
６
講
座

２

対
象
者

県
内
中
小
企
業
の
若
手
技
術

者
（
年
齢
は
３０
歳
代
ま
で
）

３

研
修
形
態

企
業
か
ら
の
派
遣
研
修
と

し
て
実
施

４

募
集
締
め
切
り

８
月
１６
日


ま
で
（
必
着
）

５

定
員

計
２０
名
（
先
着
順
。
定
員
に
な

り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。）

６

受
講
料

無
料
（
講
座
に
よ
っ
て
は
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
と
安
全
靴
を
各
自
で
ご
用
意

い
た
だ
き
ま
す
。）

詳
細
は
、
次
の
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http
:
//w
w
w
.pref.saitam

a.lg.jp
/page/

m
onozukuri-kisokouza-bosyu.htm

l

�
問
い
合
わ
せ
先

県
産
業
人
材
育
成
課

０
４
８
―
８
３
０
―
４
６
０
７
（
直
通
）

埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼埼
玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉玉
県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県

かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
ららららららららららららららららららららららら
ののののののののののののののののののののののの

おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ららららららららららららららららららららららら
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ

コバトン

―３２―
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五
月
二
二
日
、
埼
玉
県
教
育
委
員
会

教
育
長
よ
り
以
下
の
「
高
校
生
の
就
職

支
援
に
関
す
る
要
請
」
を
受
け
ま
し
た
。

会
員
各
位
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

高
校
生
の
就
職
支
援
に

関
す
る
要
請

貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
よ

り
、
本
県
の
教
育
行
政
の
推
進
に
当
た

り
、
格
別
の
御
理
解
、
御
協
力
を
賜
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、昨
年
度
も
日
本
の
経
済
情
勢
・

雇
用
情
勢
は
依
然
と
し
て
大
変
困
難
な

状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
状
況
の
中
で
あ

り
ま
し
た
が
、
平
成
二
十
五
年
三
月
末

の
県
内
公
立
高
校
生
の
就
職
内
定
率
は

九
四
・
九
％
と
、
昨
年
同
期
と
比
較
し

て
二
・
二
ポ
イ
ン
ト
上
回
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
ひ
と
え
に
、
貴
団
体
並
び

に
貴
団
体
所
属
の
事
業
所
の
御
協
力
の

賜
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
度
は
景
気
回
復
の
期
待
感
が
高

ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
高
校
生
の
就

職
状
況
は
決
し
て
楽
観
視
で
き
な
い
状

態
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
県
教
育
委
員

会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
就
職
支
援
に

全
力
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
明
日
の

埼
玉
の
産
業
界
を
担
う
人
材
の
育
成
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

貴
団
体
所
属
の
事
業
所
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
大
変
な
経
営
努
力
を
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
が
、
新
規
高
校

卒
業
予
定
者
の
採
用
に
つ
き
ま
し
て
、

引
き
続
き
御
協
力
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、

改
め
て
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

貴
職
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
今
回
の

要
請
の
趣
旨
を
御
理
解
い
た
だ
き
、
貴

団
体
所
属
の
事
業
所
へ
の
御
協
力
に
つ

き
ま
し
て
、
特
段
の
御
配
慮
を
い
た
だ

き
た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
二
十
五
年
五
月
二
十
二
日

埼
玉
県
教
育
委
員
会

教
育
長

前
島

富
雄

一
般
社
団
法
人
埼
玉
県
経
営
者
協
会

会

長

西
村

和
義
様

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
果
と
今
後

の
方
針
／
甘
利
経
済
再
生
担
当

相
か
ら
聞
く

―
日
本
再
興
に
向
け
成
長
戦
略

の
実
行
を
目
指
す

幹
事
会
で
講
演
す
る
甘
利
経
済
再
生

担
当
相
経
団
連
は
、６
月
１８
日
に
東
京
・

大
手
町
の
経
団
連
会
館
で
開
催
し
た
幹

事
会
に
お
い
て
、
甘
利
明
経
済
再
生
担

当
大
臣
・
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
経

済
財
政
政
策
）
か
ら
、
安
倍
政
権
の
経

済
政
策
に
つ
い
て
説
明
を
聞
い
た
。
概

要
は
次
の
と
お
り
。

■
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
こ
れ
ま
で
の
成
果

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
、
第
一
の
矢
で
あ

る
大
胆
な
金
融
政
策
、
第
二
の
矢
で
あ

る
機
動
的
な
財
政
出
動
、
そ
し
て
第
三

の
矢
で
あ
る
新
た
な
成
長
戦
略
と
い
う

三
つ
の
政
策
か
ら
成
る
。
す
で
に
、
第

一
の
矢
と
第
二
の
矢
は
、
日
銀
の
異
次

元
緩
和
と
昨
年
度
の
大
型
補
正
予
算
と

い
う
か
た
ち
で
す
で
に
放
た
れ
て
お
り
、

第
三
の
矢
も
６
月
１４
日
に
「
日
本
再
興

戦
略
」
を
閣
議
決
定
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、「
失
わ
れ
た
２０
年
」
と
決
別
し
、「
再

生
の
１０
年
」
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強

化
す
る
。

実
体
経
済
を
見
る
と
、
２
０
１
３
年

１
〜
３
月
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
は

プ
ラ
ス
４
・
１
％
と
な
り
、
民
主
党
政

権
下
の
１２
年
７
〜
９
月
期
の
マ
イ
ナ
ス

３
・
６
％
か
ら
Ｖ
字
回
復
し
て
い
る
。

た
だ
し
、
消
費
と
輸
出
は
回
復
し
て
い

る
も
の
の
、
企
業
の
設
備
投
資
は
い
ま

だ
プ
ラ
ス
の
領
域
に
な
い
。
秋
の
臨
時

国
会
で
は
、
設
備
投
資
を
促
進
す
る
政

策
を
打
っ
て
い
く
。

■
日
本
再
興
戦
略

"JA
PA
N
is
B
A
C
K
"

を
副
題
と

す
る
「
日
本
再
興
戦
略
」
は
、
三
つ
の

手
法
か
ら
成
る
。

第
一
は
「
民
間
活
力
の
爆
発
」
で
あ

る
。
首
都
高
の
補
修
に
向
け
た
Ｐ
Ｐ
Ｐ

／
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
活
用
や
、
特
区
に
お
け
る

公
立
学
校
運
営
の
民
間
委
託
等
、
か
つ

て
想
定
し
な
か
っ
た
と
こ
ろ
ま
で
民
間

活
力
を
引
き
出
す
。

第
二
は
「
全
員
参
加
の
総
力
戦
」
で

あ
る
。
今
後
５
年
間
で
４０
万
人
分
の
保

育
の
受
け
皿
を
新
た
に
確
保
し
、
待
機

児
童
の
解
消
を
図
る
こ
と
で
女
性
の
社

会
参
加
を
推
進
す
る
ほ
か
、
若
者
等
に

つ
い
て
も
就
労
を
促
進
す
る
取
り
組
み

を
進
め
る
。

第
三
は
「
内
外
の
新
た
な
フ
ロ
ン
テ

ィ
ア
の
創
造
」
で
あ
る
。
国
内
で
は
、

医
療
分
野
に
お
け
る
研
究
開
発
の
司
令

塔
と
な
る
日
本
版
Ｎ
Ｉ
Ｈ
（
国
立
衛
生

研
究
所
）
を
創
設
し
、
再
生
医
療
等
の

先
端
医
療
の
推
進
を
図
る
。
海
外
に
つ

い
て
は
、
貿
易
総
額
に
占
め
る
Ｆ
Ｔ
Ａ

比
率
を
、
現
状
の
１９
％
か
ら
１８
年
ま
で

に
７０
％
へ
と
引
き
上
げ
る
と
と
も
に
、

イ
ン
フ
ラ
輸
出
等
で
総
理
を
含
め
た
ト

ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
展
開
す
る
。

ま
た
、
日
本
再
興
戦
略
の
実
行
に
向

け
て
は
、
三
つ
の
プ
ラ
ン
が
立
て
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
う
ち
二
つ
は
、
国
内
と

海
外
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
獲
得
す
る
た

め
の
実
行
計
画
で
あ
り
、
残
り
の
一
つ

は
産
業
基
盤
の
強
化
で
あ
る
。
企
業
の

新
陳
代
謝
を
促
す
べ
く
、
老
朽
設
備
の

一
新
、
不
採
算
部
門
の
切
り
出
し
、
カ

ー
ブ
ア
ウ
ト
等
を
後
押
し
す
る
た
め
の

税
制
措
置
や
金
融
支
援
等
を
講
じ
る
。

■
骨
太
方
針
で
示
し
た
財
政
健
全
化
の

道
筋

さ
ら
に
日
本
再
興
戦
略
と
同
時
に
、

骨
太
方
針
も
閣
議
決
定
し
た
。
骨
太
方

針
で
は
経
済
再
生
と
財
政
健
全
化
の
好

循
環
の
形
成
を
目
指
し
て
お
り
、
国
・

地
方
の
基
礎
的
財
政
収
支
を
、
１５
年
度

ま
で
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
の
赤
字
を
１０
年
度

の
水
準
か
ら
半
減
、
２０
年
度
ま
で
に
黒

字
化
、
そ
の
後
の
債
務
残
高
の
対
Ｇ
Ｄ

Ｐ
比
の
安
定
的
な
引
き
下
げ
を
目
指
す
、

と
の
目
標
を
掲
げ
た
。

２
年
後
の
赤
字
半
減
に
つ
い
て
、
昨

年
度
の
よ
う
な
大
型
補
正
予
算
を
組
ま

な
け
れ
ば
、
社
会
保
障
関
係
費
の
自
然

増
は
あ
る
も
の
の
、
必
要
な
収
支
改
善

額
の
う
ち
、
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
で

か
な
り
の
収
支
改
善
が
で
き
、
成
長
の

実
現
や
歳
出
削
減
に
努
め
る
こ
と
で
可

能
と
見
て
い
る
。

採
用
に
関
す
る

教
育
長
か
ら
の
要
請

日
本
経
団
連

提
言
・
提
案
な
ど
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調査対象法人の選定方法 対象法人数

四半期別調査 資本金１千万円以上の法人を対象に無作為抽出 全国で約３万７千社

年次別調査 資本金規模に係わらず全法人を対象に無作為抽出 全国で約４万８千社

（注）資本金５億以上（金融・保険業は資本金１億以上）の法人は、全数調査の為、毎回調査対象。

財務省では、昭和２３年より、標記調査を実施して参りましたが、昨今では、調査票

のご提出をいただけない法人が散見される状況が見られます。

本調査結果が、内閣府が公表する「四半期別GDP速報（２次速報値）」や「月例

経済報告」などに活用される非常に重要な統計と位置付けられているなか、得られる

統計結果の精度維持・向上が課題となってきております。

●調査の目的等

本調査は、法人企業の財務状況を包括的に把握する唯一の統計で、営利法人等を対象としてその
資産、負債及び純資産の状況並びに損益等の計数について調査しています。
また、特に重要な統計として、統計法（平成１９年法律第５３号）に基づく『基幹統計』に指定され
ており、その重要性、統計の精度確保の観点から、調査対象となった法人には、法律上の提出義務
（統計法第１３条）が課されています。

●調査の実施内容

○原則、２年間のお願いです。

■四半期調査…２年間で計８回（７月、１０月、１月、４月に依頼）
・四半期毎の仮決算数値を、「月次試算表など」から転記していただく
調査です。

■年次調査…２年間で計２回（６月又は１２月に依頼）
・事業年度決算数値を、「決算書」から転記していただく調査です。

※A４版の茶封筒で対象法人へ送付させて頂きます。

●調査結果の活用状況

経済・財政政策立案の資料とするほか、国民所得の推計、資金循環の
把握など国民経済計算に広く活用されています。
〈活用例〉＊内 閣 府 「四半期別GDP速報（２次速報値）」

「月例経済報告」「国民経済計算年報」
＊中小企業庁 「中小企業白書」

※各種政策の判断・実行のためにも、本調査の趣旨と、正確な統計を作成することの必要性をご理解

いただき、ご提出・ご協力を賜りますようお願いいたします。

【お問合せ先】財務省 関東財務局 総務部 経済調査課（℡０４８－６００－１２６０）

『法人企業統計調査』へのご協力のお願い（財務省）
http : //www.mof.go.jp/pri/reference/ssc/index.htm
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五
月
九
日
〜
七
月
三
一
日

◆
五
・
九

定
時
総
会
（
パ
レ
ス
ホ
テ
ル
大
宮
）

◆
五
・
一
五

第
一
回
企
業
戦
略
研
究
会
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
五
・
二
二

第
一
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会
（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
五
・
二
四

第
一
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
五
・
二
七

第
二
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
五
・
三
〇

第
一
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二

埼
玉
音
協
主
催

鼓
童
公
演
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
大
ホ
ー
ル
）

◆
六
・
三

第
一
回
少
子
高
齢
化
対
策
研
究
会（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
四

第
一
回
人
事
労
務
委
員
会
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
七

第
二
回
西
村
会
長
杯
争
奪
戦
会
員
親

睦
ゴ
ル
フ
大
会
（
武
蔵
カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
）

◆
六
・
一
二

第
一
回
地
域
社
会
問
題
委
員
会（
ソ

ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
六
・
二
四

埼
玉
音
協
定
時
総
会
（
弊
会
会
議

室
）

◆
七
・
二

第
三
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
七

第
四
一
回
埼
玉
県
実
業
団
剣
道
大
会

（
解
脱
錬
心
館
）

◆
七
・
八

埼
玉
大
学
研
究
開
発
フ
ォ
ー
ラ
ム

（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
一
一

第
二
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会
（
さ

い
た
ま
商
工
会
議
所
会
館
ホ
ー
ル
）

◆
七
・
一
六

第
二
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
一
八

第
二
回
人
事
労
務
委
員
会
（
ソ
ニ

ッ
ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
二
三

第
三
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
イ
）

◆
七
・
二
九

第
四
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー
（
ソ
ニ
ッ

ク
シ
テ
ィ
）

◆
七
・
三
一

第
三
四
次
小
笠
原
洋
上
研
修
第
一

回
集
合
研
修
（
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
）

全国ネットの人材情報で、
出向・移籍等の支援！

●お問い合わせ

�048‐642‐1121（土・日・祝日休）
http : //www.sangyokoyo.or.jp/

出向・移籍の
専門機関

企業間の人材マッチングを
サポートしています。

無 料
情報の提供、相談、
あっせんの費用は
かかりません。

信頼と安心
経済・産業団体と
厚生労働省の協力
で設立された公益
法人です。

事
業
だ
よ
り

お気軽に
ご相談ください

埼玉
事務所

出向・移籍対象者 求 人

受入企業

情報の授受
相談など

斡旋・紹介

企業間交渉の
機会の設定など

センター

情報の授受
相談など

送出企業
人事部門

―３５―



★
平
成
２５
年
度
第
２
回
企
業
戦
略
研
究
会

日
時

８
月
２
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

ニ
ュ
ー
・
ノ
ー
マ
ル
消
費
へ
対
応
し

た
市
場
戦
略
と
は
〜
大
規
模
調
査
か

ら
日
本
の
生
活
者
市
場
を
読
み
解
く

講
師

�
三
菱
総
合
研
究
所
事
業
予
測
情
報

セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

阿
部
淳

一
氏

同
右

主
任
研
究
員

片
岡
敏
彦
氏

★
第
一
種
・
第
二
種
衛
生
管
理
者
受
験
の
た

め
の
対
策
講
座
（
２
回
）

日
時

第
１
回
８
月
６
日
�
・
７
日
�

第
２
回
９
月
４
日
�
・
５
日
�

９
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６０３

内
容

出
題
傾
向
分
析
と
合
格
学
習
法
、
関

係
法
令
、
理
解
度
テ
ス
ト
と
解
説
、

労
働
衛
生
、
労
働
生
理
、
有
害
業
務

な
ど

講
師

�
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト

専
任
講
師

臼

井
一
博
氏
・
中
村
文
彦
氏

★
平
成
２５
年
度
第
４
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

８
月
２１
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

し
ま
む
ら
、
ヤ
オ
コ
ー
、
サ
イ
ボ
ク

ハ
ム
、
日
高
屋
、
な
ぜ
、
こ
の
会
社

の
成
長
は
止
ま
ら
な
い
の
か
〜
自
己

覚
知
の
経
営

講
師

�
Ｃ
Ｗ
Ｍ
総
合
経
営
研
究
所

代
表

取
締
役

杉
田
圭
三
氏

★
第
３４
次
小
笠
原
洋
上
研
修
第
２
回
集
合
研

修
日
時

８
月
２２
日
�
９
時
３０
分
〜
１７
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６

内
容

チ
ー
ム
づ
く
り
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講

義
、
ガ
イ
ダ
ン
ス

講
師

研
修
講
師

★
安
全
管
理
者
選
任
時
研
修

日
時

８
月
２６
日
�
９
時
３０
分
〜
２０
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
６０２

内
容

安
全
管
理
、
安
全
教
育
、
危
険
性
又

は
有
害
性
等
の
調
査
及
び
そ
の
結
果

に
基
づ
き
講
ず
る
処
置
等
、
関
係
法

令
な
ど

講
師

�
ウ
ェ
ル
ネ
ッ
ト
専
任
講
師

只
野

和
好
氏

★
平
成
２５
年
度
第
２
回
Ｃ
Ｓ
Ｒ
委
員
会

日
時

８
月
２７
日
�
９
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

第
３
回
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
企
業
の
マ
ッ
チ
ン

グ
フ
ォ
ー
ラ
ム

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
タ
ー

企
業
の
社
会
貢
献
活

動
に
資
す
る
１６
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体

★
第
５
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

９
月
２
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

模
倣
の
経
営
学
、
偉
大
な
会
社
は
マ

ネ
か
ら
生
ま
れ
る
〜
ト
ヨ
タ
、
セ
ブ

ン
イ
レ
ブ
ン
、
ド
ト
ー
ル
、
ス
タ
ー

バ
ッ
ク
ス
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
他

社
の
経
営
を
学
ん
だ
の
か

講
師

早
稲
田
大
学
商
学
学
術
院

教
授

井
上
達
彦
氏

★
平
成
２５
年
度
第
５
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

日
時

９
月
４
日
�
１４
時
〜
１６
時
３０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

経
営
者
の
た
め
の
税
制
セ
ミ
ナ
ー

【
平
成
２５
年
度
税
制
改
正
、
移
転
価

格
税
制
等
海
外
進
出
に
関
わ
る
税
務

上
の
留
意
点
】

講
師

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
税
理
士
法
人

パ
ー
ト
ナ

ー
／
税
理
士

遠
藤
達
也
氏

★
平
成
２５
年
度
第
３
回
グ
ロ
ー
バ
ル
委
員
会

日
時

９
月
５
日
�
１４
時
〜
１６
時
４０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

講
演
�
投
資
先
と
し
て
再
評
価
さ
れ

る
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
魅
力
〜
経
済
情

勢
・
投
資
環
境
を
踏
ま
え
て

説
明
�
埼
玉
・
セ
ブ
も
の
づ
く
り
人

材
育
成
事
業
〜
国
際
的
な
産
学
官
連

携
事
業
を
通
じ
た
地
域
活
性
化

講
師

ジ
ェ
ト
ロ
海
外
調
査
部
ア
ジ
ア
大
洋

州
課

倉
沢
麻
紀
氏

埼
玉
県
県
民
生
活
部
国
際
課

副
課

長

増
田
文
之
氏

★
第
６
回
特
別
セ
ミ
ナ
ー

日
時

９
月
９
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

経
営
者
・
管
理
者
の
た
め
の
営
業
力

強
化
講
座

講
師

�
タ
ナ
ベ
経
営
東
京
本
部

本
部
長

代
理

岡
田
泰
範
氏

★
埼
玉
大
学
特
別
公
開
講
座
第
一
講

日
時

９
月
１８
日
�
１４
時
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０４

内
容

企
業
の
社
会
的
責
任
を
考
え
る
〜
東

日
本
大
震
災
へ
の
対
応
事
例
を
踏
ま

え
て

講
師

埼
玉
大
学
経
済
学
部

教
授

安
藤

陽
氏

★
小
笠
原
洋
上
研
修
第
３
回
集
合
研
修

日
時

９
月
１９
日
�
９
時
３０
分
〜
１６
時
４５
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
９０６

内
容

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
目
標
の
考
え
方
、

目
標
の
設
定
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
、
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
解

説
、
ガ
イ
ダ
ン
ス

講
師

研
修
講
師

★
第
６
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

９
月
２４
日
�
１３
時
３０
分
〜
１６
時

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０１
・
４０２

内
容

日
本
の
モ
ノ
づ
く
り
の
未
来
は
明
る

い
〜
世
界
が
絶
賛
す
る
	
メ
イ
ド
・

バ
イ
・
ジ
ャ
パ
ン



講
師

ア
ー
サ
ー
・
Ｄ
・
リ
ト
ル
・
ジ
ャ
パ

ン

ア
ソ
シ
エ
ー
ト
・
デ
ィ
レ
ク
タ

ー

川
口
盛
之
助
氏

★
第
７
回
ト
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー

日
時

１０
月
１
日
�
１０
時
〜
１６
時
１０
分

会
場

ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
４０３
・
４０４

内
容

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

『
戦
略
的
思
考
を
視
覚
化
し
た
画
期

的
な
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
』	
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
・
キ
ャ
ン
バ
ス


を
学
び
、

そ
し
て
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
描
い
て

み
る
』

講
師

�
イ
ン
サ
イ
ト
リ
ン
ク

代
表
取
締

役
社
長

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
チ
�
パ
ー

ト
ナ
ー
コ
ー
チ

河
野
龍
太
氏

〈
新
入
会
の
ご
案
内
〉

�
オ
オ
ツ
カ
ハ
イ
テ
ッ
ク

代
表
取
締
役

大
塚

則
夫

鴻
巣
市
上
会
下
六
二
六

電
話
〇
四
八
―
五
六
九
―
二
七
一
一

（
資
）
一
千
万
円

（
従
）
九
一
名

各
種
カ
ム
の
設
計
・
加
工
。
切
削
部
品
の

加
工
。
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
ユ
ニ
ッ
ト
、
Ａ
Ｔ

Ｃ
ユ
ニ
ッ
ト
。

〈
代
表
者
変
更
〉

�
朝
日
ラ
バ
ー

代
表
取
締
役
社
長

伊
藤

潤
（
旧

横
山

林
吉
）

イ
ー
グ
ル
工
業
�
埼
玉
事
業
場

埼
玉
事
業
場
長

鶴
田

英
一
（
旧

下
村

孝
夫
）

�
Ｎ
Ｔ
Ｔ
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
ー
ズ

埼
玉
支
店
長

近
藤

栄
治
（
旧

末
永

裕
章
）

川
研
フ
ァ
イ
ン
ケ
ミ
カ
ル
�
埼
玉
工
場

取
締
役
埼
玉
工
場
長

�
梨

宏
司
（
旧

佐
藤

孝
美
）

�
関
電
工
埼
玉
支
店

執
行
役
員
埼
玉
支
店
長

仲
摩

俊
男
（
旧

吉
野

日
出
夫
）

協
育
歯
車
工
業
�
春
日
部
工
場

代
表
取
締
役
社
長

井
田

斉
昭
（
旧

永
田

和
久
）

�
こ
も
だ
建
総

代
表
取
締
役
社
長

菰
田

誠
（
旧

菰
田

勇
司
）

�
さ
い
た
ま
ア
リ
ー
ナ

代
表
取
締
役
社
長

中
尾

豊
治
（
旧

村
本

邦
夫
）

埼
玉
機
器
�

代
表
取
締
役
社
長

西
海

栄
一
（
旧

日
野

勝
義
）

三
輪
精
機
�

代
表
取
締
役
社
長

末
永

昭
（
旧

田
畑

清
光
）

ジ
ェ
コ
ー
�

代
表
取
締
役

杉
浦

さ
と
し
（
旧

田
渕

武
重
）

新
日
本
有
限
責
任
監
査
法
人
さ
い
た
ま
事

務
所シ

ニ
ア
パ
ー
ト
ナ
ー

公
認
会
計
士

飯
塚

正
貴
（
旧

中
島

茂
喜
）

東
京
海
上
日
動
火
災
保
険
�
埼
玉
中
央
支
店

執
行
役
員
埼
玉
中
央
支
店
長

石
川

正
孝
（
旧

佐
々
木

健
次
）

東
京
電
力
�
埼
玉
支
店

埼
玉
支
店
長

塩
川

和
幸
（
旧

鷹
尾

友
行
）

日
東
商
事
�

代
表
取
締
役
社
長

宮
原

重
行
（
旧

宿
谷

直
司
）

東
日
本
電
信
電
話
�
埼
玉
支
店

取
締
役
埼
玉
支
店
長

笠
井

澄
人
（
旧

光
山

由
一
）

リ
コ
ー
ジ
ャ
パ
ン
�
関
東
営
業
本
部
埼
玉
支
社

埼
玉
支
社
長

関
根

浩
明
（
旧

木
元

健
治
）

リ
ズ
ム
時
計
工
業
�

代
表
取
締
役
社
長

笠
間

達
雄
（
旧

大
川

康
寛
）
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